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進
出
や
新
規
需
要
へ
の
対
応
、

不
況
に
あ
え
ぐ
電
気
工
事
業
界

の
体
質
改
善
な
ど
、
主
催
の
全

日
電
工
連
は
積
極
的
に
訴
え
て

い
く
。

　

同
愛
媛
全
国
大
会
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
同
県
出

身
で
同
県
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
委

員
を
務
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
二
宮
清
純
氏
に
よ

る
『
勝
者
の
思
考
法
』
と
題
し

た
記
念
講
演
、
大
会
式
典
で
は

全
日
電
工
連
全
国
青
年
部
協
議

会
代
表
幹
事
に
よ
る
青
年
部
意

見
発
表
、
全
日
電
工
連
副
会
長

に
よ
る
大
会
決
議
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
国
青
年
部
協
議
会

も
大
会
前
日
と
当
日
の
2
日
に

わ
た
っ
て
意
見
交
換
会
を
実
施

す
る
な
ど
、
次
代
を
担
う
青
年

部
の
活
動
も
活
発
化
し
て
お
り
、

全
国
大
会
に
お
け
る
交
流
は
全

国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に

確
実
に
寄
与
し
て
い
る
。
今
後

電
気
工
事
業
界
発
展
の
た
め
の

大
き
な
布
石
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

主
管
で
あ
る
四
国
電
気
工
事

組
合
連
合
会
は
万
全
の
体
制
を

も
っ
て
臨
ん
で
お
り
、
開
催
ま

で
わ
ず
か
一
ヶ
月
と
迫
っ
た
愛

　

月
7
日
、
自
然
と

11
　
　

歴
史
の
街
愛
媛
県
松
山
市
で

山・川・海・自然あふれる
四国で語ろう輝く未来
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▽
開
催
日　

　

平
成　

年　

月
7
日
（
木
）
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▽
開
催
場
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▽
主
催

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組　

合
連
合
会

▽
主
管

　

四
国
電
気
工
事
組
合
連
合
会

▽
大
会
テ
ー
マ

「
山
・
川
・
海
・
自
然
あ
ふ
れ
る

四
国
で
語
ろ
う
供
輝
く
未
来
僑
」

第 19 回全国大会開催要領

▽
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
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主
催
者
挨
拶

来
賓
祝
辞

来
賓
紹
介

青
年
部
意
見
発
表

大
会
決
議

次
回
開
催
地
代
表
者
挨
拶

第　

回
全
国
大
会
開
催
迫
る

19

全
国
か
ら
大
勢

の
参
加
を
期
待

　

電
気
工
事
業
全
国
大
会
は
、

全
日
電
工
連
主
催
に
よ
り
毎
年

開
催
さ
れ
今
年
で
第　

回
を
数

19

え
る
。
同
大
会
は
、
所
属
組
合

員
の
結
束
と
研
修
の
場
、
交
流

の
場
と
し
て
、
そ
し
て
社
会
に

お
け
る
電
気
工
事
業
界
の
確
固

た
る
位
置
付
け
を
図
る
場
と
し

て
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。

　

今
年
の
舞
台
は
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
が
息
づ
く
街
愛
媛
県

松
山
市
。『
山
・
川
・
海
・
自
然

あ
ふ
れ
る
四
国
で
語
ろ
う
供
輝

く
未
来
僑』を
大
会
テ
ー
マ
に
全

国
組
合
員
の
交
流
を
図
り
、
新

技
術
・
新
分
野
へ
の
積
極
的
な

媛
全
国
大
会
の
大
成
功
を
目
標

に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
お
り
、「
こ
の
よ
う
な
厳

し
い
経
済
環
境
の
な
か
、
全
国

か
ら
集
ま
る
組
合
員
が
少
し
で

も
元
気
を
取
り
戻
し
、
四
国
に

来
て
、
愛
媛
に
来
て
、
松
山
に

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
大
会
に

し
た
い
」
と
、
全
国
組
合
員
の

交
流
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
四

国
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
と
と
ら
え
全
国
各
地
か
ら
大

勢
の
参
加
者
を
期
待
し
て
い
る
。

　

全
日
電
工
連
（
徳
住
一
郎
会
長
）
主
催
に
よ
る
第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
の
開
催
ま
で

19

あ
と
一
ヶ
月
。
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
電
気
工
事
業
全
国
大
会
は
全
国
の
所
属
組
合
員
の
代
表

が
一
同
に
会
し
、
電
気
工
事
業
界
が
抱
え
る
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
ま
た
交
流
を
図

る
場
と
し
て
組
織
的
に
も
非
常
に
重
要
な
催
し
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
は　

月
7
日
牙
、
愛
媛

11

県
松
山
市
の
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
が
、
主
管
の
四
国
電
気
工
事
組
合

連
合
会
（
越
智
亀
一
会
長
）
で
は
愛
媛
全
国
大
会
を
無
事
成
功
さ
せ
る
た
め
鋭
意
準
備
を
進
め

て
お
り
、
万
全
の
体
制
で
全
国
大
会
に
臨
む
。

　

前
回
四
国
で
開
催
さ
れ
た
電
気
工
事
業
全
国

大
会
は
、　

年
前
の
平
成
3
年　

月　

日
に
香
川

11

10

18

県
高
松
市
の
香
川
町
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
来

賓
、
関
係
官
庁
、
関
係
団
体
、
メ
ー
カ
ー
、
組
合

員
な
ど
約
1
、
4
0
0
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　

大
会
主
管
の
四
国
電
気
工
事
組
合
連
合
会
を

代
表
し
て
故
越
智
伊
平
会
長
（
当
時
）
が
、
さ
ら

に
大
会
主
催
者
を
代
表
し
て
故
米
沢
外
秋
全
日

電
工
連
会
長
（
当
時
）
が
挨
拶
。　
『
お
い
で
ま
い

四
国　

出
逢
い
語
ら
い　

そ
し
て
未
来
へ
』
を
大

会
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
大
会
式
典
の
ほ
か
三
つ
の
分

科
会
を
開
き
、
新
し
い
電
気
工
事
業
の
あ
る
べ
き

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。
大
会
は
四
国
電
気
工
事

組
合
連
合
会
の
万
全
な
準
備
と
運
営
に
よ
り
大

成
功
を
収
め
、
電
気
工
事
業
界
に
と
っ
て
大
き
な

転
換
点
と
な
る
大
会
で
あ
っ
た
。

前回の四国大会は香川で開催

広
告
ス
ペ
ー
ス

広告スペース
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全
日
電
工
連
は
8
月　

日
俄
、

26

全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
各
都
道

府
県
工
組
の
実
務
担
当
者
を
招

集
し
、
第
一
種
電
気
工
事
士
定

期
講
習
請
負
付
託
業
務
の
電
子

化
に
対
応
す
る
た
め
の
研
修
会

を
実
施
し
た
。

　

同
講
習
業
務
の
電
子
化
に
対

応
し
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び

各
都
道
府
県
工
組
と
の
連
絡
の

効
率
化
を
図
る
の
が
狙
い
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
実
務
担

当
者
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

か
ら
講
習
様
式
フ
ァ
イ
ル
を

使
っ
た
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
よ
る

ウ
イ
ル
ス
侵
入
や
不
正
ア
ク
セ

ス
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
た
。

　

全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
各
都

道
府
県
工
組
で
は
、
定
期
講
習

申
込
み
者
数
報
告
書
、
会
場
管

理
員
選
任
報
告
書
、
講
習
当
日

要
因
名
簿
、
講
習
テ
キ
ス
ト
納

入
先
・
荷
受
人
報
告
書
な
ど
を

今
年　

月
か
ら
順
次
電
子
メ
ー

11

ル
で
や
り
取
り
出
来
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
く
。

セキュリティ対策に関する研修も充分行なわれた

提
案
型
営
業
を
条
件
整
備

電
子
メ
ー
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど

『
で
ん
き  
元
気
』順
調

全
工
組
の
実
務
担
当
者
研
修
会
実
施

定期講習業務の
      電子化に対応

　

9
月
4
日
我
、
技
術
経
営
委

員
会
（
小
澤
浩
二
委
員
長
）
が

開
か
れ
た
。

　

昨
年
9
月
の
開
始
か
ら
一
年

が
経
過
し
た
『
で
ん
き　

元
気
』

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
各
都
道
府

県
工
組
に
お
い
て
温
度
差
は
あ

る
も
の
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
な

が
ら
順
調
に
取
り
組
ん
で
い
る

旨
が
報
告
さ
れ
た
。

　

従
来
全
日
電
工
連
で
は
、
提

案
型
技
術
営
業
に
関
す
る
事
業

を
各
々
旧
雇
用
高
度
化
委
員
会
、

保
守
管
理
委
員
会
、
技
術
経
営

委
員
会
が
各
々
の
立
場
で
進
め

て
き
た
。

　

旧
雇
用
高
度
化
委
員
会
で
は

顧
客
デ
ー
タ
の
整
備
か
ら
始
ま

り
、
定
期
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
訪
問
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
契
約

を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
顧
客
と

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
提
案
し

て
い
く
と
い
っ
た
基
本
的
な
条

件
整
備
を
、
保
守
管
理
委
員
会

で
は
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
有
効
な
手
段
と
し
て
の

保
守
管
理
業
務
事
業
を
、
そ
し

て
技
術
経
営
委
員
会
で
は
総
仕

上
げ
と
し
て
の
提
案
型
技
術
営

業
の
具
体
的
な
手
法
と
し
て
の

事
業
を
進
め
て
き
た
。

　

同
事
業
活
動
に
熱
心
な
工
組

で
は
研
修
会
等
の
講
師
派
遣
の

依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
各
都
道
府
県
工
組
ま
で
は
そ

の
流
れ
が
十
分
に
理
解
伝
達
さ

れ
て
お
ら
ず
、
混
乱
し
て
い
る

工
組
も
見
受
け
ら
れ
る
」
と
し

た
意
見
も
あ
り
、
今
後
全
日
電

工
連
で
は
研
修
会
の
構
成
を
、

体
験
発
表
な
ど
を
踏
ま
え
総
論

か
ら
各
論
に
踏
み
込
ん
で
い
く

手
法
を
検
討
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

技
術
経
営
委
員
会
が
実
施
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
す
る
説

明
会
や
講
習
会
の
講
師
に
つ
い

て
は
、
小
澤
浩
二
委
員
長
を
中

心
に
対
応
し
、ま
た
、各
ブ
ロ
ッ

ク
毎
に
2
～
3
名
程
度
の
講
師

要
員
を
養
成
す
る
た
め
の
講
師

研
修
会
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。

発
展
的
に
解
消
し
た
。

   
事
業
継
続
性
の
観
点
か
ら
現

時
点
で
は
委
員
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
は
入
れ
替
え
を
行
な
わ
ず
、

名
称
を「
業
界
活
性
化
委
員
会
」

と
し
、
全
日
電
工
連
及
び
電
気

工
事
業
界
全
体
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
よ
う
活
動
を
引
き
継
い

で
い
く
。

　

改
称
し
て
初
め
て
の
開
催
と

な
っ
た
同
委
員
会
で
は
、
提
案

型
技
術
営
業
へ
向
け
て
の
条
件

整
備
を
構
築
す
る
上
で
、「
こ
れ

ま
で
の
研
修
会
で
は
、
顧
客
カ

ル
テ
作
成
に
焦
点
が
偏
り
、
非

常
に
取
り
組
み
に
く
い
印
象
を

与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
」、ま
た

「
『
で
ん
き　

元
気
』キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
雇
用
高
度
化
事
業
と
し

て
進
め
て
き
た
提
案
型
技
術
営

業
へ
向
け
て
の
条
件
整
備
事
業

を
混
同
し
て
し
ま
っ
て
い
る
組

合
も
あ
る
。」
な
ど
、
両
事
業
の

明
確
な
説
明
の
徹
底
が
急
が
れ

る
と
い
う
意
見
が
挙
が
っ
た
。

　

今
後
の
研
修
会
の
進
め
方
と

し
て
、
名
簿
管
理
等
に
焦
点
を

あ
て
た
各
論
か
ら
入
る
の
で
は

な
く
、
提
案
型
技
術
営
業
へ
向

け
た
手
法
の
基
本
的
な
流
れ
の

説
明
や
成
功
実
践
例
の
体
験
発

表
や
紹
介
な
ど
と
い
っ
た
「
総

論
的
課
題
か
ら
入
り
、
そ
の
上

で
各
論
に
入
る
べ
き
で
は
な
い

か
。」と
い
う
委
員
の
声
も
あ
り
、

今
後
も
ス
ム
ー
ズ
に
同
事
業
を

進
め
て
い
く
上
で
、
研
修
会
の

講
師
を
養
成
し
て
い
く
重
要
性

も
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
同
委
員
会
で
は
雇
用

高
度
化
事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、

業
界
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
等
に
つ
い
て
広
く
取
り
上
げ
、

全
日
電
工
連
執
行
部
に
提
案
す

る
と
と
も
に
、
場
合
に
よ
っ
て

は
担
当
の
専
門
委
員
会
に
お
い

て
検
討
し
事
業
に
取
り
入
れ
て

い
く
方
針
だ
。

電
気
工
事
士

　

当
紙
9
月
1
日
号
4
面
に
掲

載
し
た
写
真
は
、
西
村
雅
夫
九

州
経
済
産
業
局
局
長
で
は
な
く

麻
生
渡
福
岡
県
知
事
（
公
務
欠

席
）
代
理
の
中
島
孝
之
副
知
事

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
致
し
ま
す
。

技

術

経
営
委

訂
正
と
お
詫
び

業
界
活
性
化
委
員
会

　
　

と
し
て
再
始
動

今
後
は
業
界
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
広
く

取
り
上
げ
て
い
く

委
員
会
の
冒
頭
挨
拶
す
る
小
澤
浩
二
委
員
長
（
左
）

と
関
本
順
市
担
当
副
会
長
（
右
）

雇
用
高

度
化
委

　

全
日
電
工
連
は
8
月　

日
我
、

28

雇
用
高
度
化
委
員
会
か
ら
改
称

し
た
業
界
活
性
化
委
員
会
（
藤

澤
一
公
委
員
長
）
を
開
催
し
た
。

　

旧
電
気
工
事
業
産
業
雇
用
高

度
化
推
進
事
業
推
進
委
員
会
は
、

平
成　

年
度
か
ら
3
ヶ
年
に
わ

11

た
っ
て
厚
生
労
働
省
の
補
助
事

業
と
し
て
事
業
を
実
施
し
て
き

た
が
、
同
事
業
の
終
了
に
伴
い

広告スペース
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提
案
型
営
業
で　
　

を
乗
り
越
え
よ
う

徳
住
会
長

挨

拶

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

電
気
保
安
に
尽
力
し
た
功
績
称
え
る

会場の参加者からも活発な発言があり、意見交換を行なった

全日電工連執行部。左から徳住会長、関本、加藤、小林各副会長

青年部協議会執行部

挨拶する徳住会長

司会進行の島田勝利幹事

パネリストの塚田成夫氏

パネリストの寺尾三樹夫氏

パネリストの丸山洋一氏

　

9
月
7
日
臥
、
東
京
・
芝
の

全
日
電
工
連
会
館
に
お
い
て
全

国
青
年
部
協
議
会
が
開
か
れ
た
。

全
日
電
工
連
執
行
部
は
徳
住
一

郎
会
長
を
始
め
、
関
本
、
加
藤
、

小
林
各
副
会
長
が
出
席
し
、
青

年
部
は　

都
道
府
県
電
工
組
か

47

ら
各
々
代
表
が
出
席
し
て
開
か

れ
た
。
ま
た
、
全
日
電
工
連
の

重
要
事
業
項
目
の
一
つ
で
あ
る

提
案
型
技
術
営
業
へ
向
け
て
の

条
件
整
備
と
い
う
テ
ー
マ
で
の

基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
な
わ
れ
、
全

日
電
工
連
は
青
年
部
も
含
め
提

案
型
技
術
営
業
の
具
体
化
に
向

け
て
動
き
出
し
た
。

　

協
議
会
は
島
田
勝
利
幹
事

（
中
部
・
愛
知
）
の
司
会
進
行

の
下
ス
タ
ー
ト
。
藤
原
治
幹
事

（
関
西
・
奈
良
）
の
開
会
の
辞
、

蓜
島
一
策
代
表
幹
事
（
全
関
東
・

埼
玉
）
の
代
表
幹
事
挨
拶
に
続

き
、
徳
住
一
郎
全
日
電
工
連
会

長
は
今
回
の
青
年
部
協
議
会
開

催
趣
旨
と
し
て
、

　
「
全
日
電
工
連
で
は
、
重
点
事

業
項
目
の
一
つ
と
し
て
平
成　
11

年
度
か
ら
3
ヵ
年
度
に
わ
た
り

実
施
し
て
き
た
電
気
工
事
業
産

業
雇
用
高
度
化
事
業
は
、
業
界

の
構
造
改
革
を
図
る
上
で
誠
に

重
要
な
事
業
で
あ
り
、
そ
の
テ

ー
マ
で
あ
る
電
気
工
事
業
界
の

提
案
型
技
術
営
業
へ
む
け
て
の

条
件
整
備
に
む
け
た
対
策
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

  
ま
た
、
新
し
い
技
術
者
養
成

事
業
の
一
環
と
し
て
進
め
て
い

る
光
フ
ァ
イ
バ
訓
練
、
デ
ジ
タ

ル
工
事
担
任
者
資
格
取
得
対
策

を
は
じ
め
、　

年
に
は
製
品
開

04

発
が
予
定
さ
れ
る
燃
料
電
池
対

策
と
し
て
ガ
ス
関
連
の
資
格
取

得
対
策
に
つ
い
て
も
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

  
次
代
を
担
う
優
秀
な
後
継
者

諸
君
に
は
、
本
日
の
討
論
会
に

お
い
て
新
し
い
技
術
集
団
と
し

て
夢
と
希
望
を
持
っ
て
新
し
い

電
気
工
事
業
界
を
目
指
し
て
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
大
い
に
議
論

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
議
論
の

集
約
を
是
非
後
継
者
の
立
場
か

ら
全
国
大
会
の
場
で
提
言
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、稲
村
秀
一
幹
事（
北

海
道
）
が
議
長
を
務
め
議
案
審

議
に
入
り
、
幹
事
の
一
部
退
任

に
伴
な
う
補
欠
選
任
に
つ
い
て

は
、
斎
藤
賢
氏
（
東
北
・
新
潟
）

の
退
任
に
伴
な
い
會
津
圭
一
郎

氏
（
東
北
・
山
形
）
が
、
ま
た

髙
村
文
能
氏
（
北
陸
・
福
井
）

の
退
任
に
伴
な
い
松
下
義
則
氏

（
北
陸
・
富
山
）、
安
田
雅
豊
氏

（
九
州
・
大
分
）
の
退
任
に
伴

な
い
栗
田
博
昭
氏
（
九
州
・
佐

賀
）
が
そ
れ
ぞ
れ
着
任
し
承
認

さ
れ
た
。
代
表
幹
事
で
あ
っ
た

斎
藤
賢
氏
（
東
北
・
新
潟
）
の

後
任
に
は
、
北
野
勝
宏
氏
（
全

中
国
・
鳥
取
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、『
提
案
型
技
術
営
業

へ
む
け
て
の
条
件
整
備
』
を
テ

ー
マ
と
し
た
基
調
講
演（
講
師
・

塚
田
成
夫
氏
）
が
、
さ
ら
に
大

西
英
彦
代
表
幹
事
（
四
国
・
愛

媛
）
の
司
会
に
よ
り
、
全
日
電

工
連
が
推
進
す
る
「
提
案
型
技

術
営
業
」
に
関
す
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ

れ
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
徳
住
一
郎
全

日
電
工
連
会
長
、
寺
尾
三
樹
男

禍
明
興
電
気
設
備
代
表
取
締
役
、

丸
山
洋
一
㈱
丸
電
代
表
取
締
役
、

先
に
基
調
講
演
を
行
な
っ
た
塚

田
氏
を
迎
え
、
平
成　

年
度
か

11

ら
3
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
実
施
し

た
「
電
気
工
事
業
産
業
雇
用
高

度
化
推
進
事
業
」
の
結
果
を
集

約
し
た
冊
子
『
挑
戦
！　

提
案

型
技
術
営
業
で
収
益
改
善
』
を

踏
ま
え
、
電
気
工
事
業
界
が
抱

え
て
い
る
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
討
議
。
会
場
の
参
加
者
か
ら

も
活
発
に
発
言
が
あ
り
、「
提
案

型
技
術
営
業
へ
の
転
換
に
は
、

自
社
の
現
状
把
握
及
び
分
析
し

た
上
で
進
む
べ
き
方
向
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

と
の
認
識
を
再
確
認
し
た
。

　

最
後
に
大
西
英
彦
代
表
幹
事

に
よ
る
全
体
の
会
議
総
括
、
北

野
勝
宏
氏
の
閉
会
の
辞
で
幕
を

閉
じ
た
。
な
お
、
協
議
会
で
交

換
さ
れ
た
意
見
を
今
後
集
約
し
、

　

月
7
日
牙
に
愛
媛
県
松
山
市

11で
開
催
さ
れ
る
第　

回
電
気
工

19

事
業
全
国
大
会
に
お
い
て
、
全

国
青
年
部
協
議
会
の
大
会
決
議

と
し
て
発
表
さ
れ
る
。

全国青年部協議会

代表者会議開かれる

不
景
気

提
案
型
技
術
営
業
を
テ
ー
マ
に

し
た
基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

模
様
（
左
端
は
司
会
の
大
西
氏
）

広告スペース
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現
在
全
日
電
工
連
で
は
、「
で

ん
き　

元
気
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
中
心
と
し
た
提
案
型
技
術
営

業
の
推
進
を
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
中
で
実
は
皆
様
方
か
ら

「
大
変
儲
か
っ
た
、
大
変
に
売

上
げ
が
上
が
っ
た
」
、「
ま
た
逆

に
ど
う
も
も
う
ひ
と
つ
な
ん
だ

よ
な
あ
」
な
ど
、
両
方
の
お
声

を
ち
ょ
う
だ
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
辺
り
を
本
日
、
皆
様
方

に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
程
徳
住
会
長
様
の
お
話
に

も
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
一

昨
年
施
行
さ
れ
ま
し
た
電
気
事

業
法
の
改
正
の
中
で
、
電
気
工

作
物
の
調
査
業
務
な
ど
保
工
分

離
の
一
部
、
そ
の
へ
ん
の
と
こ

ろ
が
崩
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
電
気
保
安
協
会
以
外

で
も
一
般
用
電
気
工
作
物
の
調

査
業
務
が
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
逆
に
言
い
ま
す
と
、
需

要
家
さ
ん
に
対
し
て
私
ど
も
が
、

い
ち
早
く
そ
う
い
っ
た
提
案
で

ご
ざ
い
ま
す
と
か
、
ご
一
緒
に

な
っ
て
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
両
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

着
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

あ
る
調
査
に
よ
り
ま
す
が
、

平
成　

年
度
第
二
種
電
気
工
事

12

士
に
関
し
ま
し
て
、
ど
う
い
っ

た
方
が
こ
の
資
格
を
取
ろ
う
と

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
明

ら
か
に
ガ
ス
、
設
備
、
水
道
屋

さ
ん
と
分
か
る
の
が　

・
8
％
。

23

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
さ
ん

が
4
・
4 
％
。
捕
捉
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
の
が　

％
。
実

12

は
電
気
工
事
の
免
許
を
取
ろ
う

と
さ
れ
て
い
る
方
の
４
割
は
す

で
に
電
気
工
事
業
界
以
外
の
業

種
な
ん
で
す
。

　

で
は
、
電
気
工
事
業
者
は
水

道
の
免
許
や
ガ
ス
管
接
続
の
免

許
に
ど
れ
く
ら
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

他
の
業
界
は
、
例
え
ば
燃
料

電
池
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
し
い
需
要

に
い
ち
早
く
気
付
き
、
電
気
工

事
業
界
へ
ず
っ
と
目
を
付
け
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
は
、
全

国
を
歩
い
て
お
り
ま
す
と
、
一

回
き
り
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と

い
う
か
、
取
り
組
ん
で
み
た
も

の
の
な
か
な
か
そ
の
成
果
が
出

て
来
な
い
、
目
に
見
え
る
形
で

現
れ
て
こ
な
い
、
と
こ
ん
な
よ

う
な
お
話
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
あ
、
今
が
飯
が
食
え
て
い

る
か
ら
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も

お
あ
り
で
し
ょ
う
。
手
間
が
か

か
る
と
か
、
や
っ
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

疑
心
暗
鬼
と
い
う
の
も
あ
り
ま

し
ょ
う
。
そ
の
へ
ん
が
、
本
日

の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

一
つ
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

色
々
な
情
報
が
欲
し
い
と
い
う

声
を
耳
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、

全
日
電
工
連
さ
ん
の
『
挑
戦
』

と
い
う
提
案
型
技
術
営
業
に
関

す
る
小
冊
子
に
、
ス
ト
ー
リ
ー

の
公
開
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
ま
ず
己
を
知
る
、
と
。
自

分
の
と
こ
ろ
の
強
み
、
弱
み
。

そ
し
て
お
客
様
の
と
こ
ろ
を
、

ど
う
い
う
順
番
に
、
ど
こ
の
売

上
げ
が
大
き
い
か
な
、
と
。
そ

し
て
、
顧
客
リ
ス
ト
を
作
り
ま

し
ょ
う
、
と
。
こ
う
言
わ
れ
る

ん
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
こ
の
一
連
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
描
け
て
お
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
も
う
一

つ
は
、
問
屋
さ
ん
で
ご
ざ
い
ま

す
と
か
い
ろ
い
ろ
な
メ
ー
カ
ー

と
上
手
に
組
ん
で
、
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
何
か
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
よ

う
な
も
の
が
欲
し
い
、
と
。
こ

ん
な
よ
う
な
声
も
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

新
築
市
場
の
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
新
築
市
場

と
い
う
の
は
、
右
肩
下
が
り
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の

東
京
の
建
築
投
資
金
額
、
実
は

非
住
宅
は 
1
/
3
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

く
る
、
ま
っ
た
く
不
景
気
だ
、

と
。
東
京
は
ち
ょ
っ
と
今
、
逃

げ
場
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
新
築
市
場
と
い
う
餌
だ
け

を
食
べ
て
い
る
。

　

実
は
、
地
球
上
で
も
氷
河
期

と
い
う
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

今
の
不
景
気
は
も
う
氷
河
期
だ

と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
お
っ

し
ゃ
る
方
が
あ
る
。
そ
の
氷
河

期
の
と
き
に
、
自
分
の
ま
わ
り

の
、
い
つ
も
食
べ
て
い
る
餌
だ

け
を
食
べ
尽
く
し
て
し
ま
っ
て
、

絶
滅
を
し
て
し
ま
っ
た
恐
竜
。

し
か
し
ク
ジ
ラ
は
生
き
残
っ
て

い
る
。
何
故
か
。

　

こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

新
築
市
場
か
ら
、
も
っ
と
豊
富

に
餌
が
あ
る
ス
ト
ッ
ク
市
場
へ

転
換
を
し
て
そ
の
食
べ
方
を
変

え
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の

ク
ジ
ラ
の
よ
う
に
生
き
残
る
と

い
う
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
目
指

す
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
れ
が
、
実
は
提
案
型
技
術

営
業
の
骨
子
で
あ
る
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。　

　

減
っ
て
く
る
新
築
市
場
だ
け

で
大
き
い
も
の
だ
け
を
狙
い
、

今
ま
で
の
間
接
受
注
型
で
い
き

ま
す
と
ど
う
も
赤
字
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
、
た
く
さ
ん
あ
る
ス

ト
ッ
ク
市
場
、
例
え
ば
住
宅
で

言
い
ま
す
と 
1
0
0
万
戸
と

か 
1
2
0
万
戸
と
い
う
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
市
場
、
わ
が

国
で 
4
、
7
0
0
万
戸
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の 
4
、
7
0
0
万
戸

の
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
に
対

し
て
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
数
を

取
っ
て
い
こ
う
。
そ
し
て
、
今

ま
で
の
間
接
受
注
型
、
「
請
負
」

と
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ
り
ま

す
が
、
漢
字
で
書
き
ま
す
と
、

請
け
た
と
き
か
ら
負
け
る
。
請

け
負
け
と
こ
う
な
っ
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ち
ょ
っ
と

変
え
な
い
と
い
か
ん
、
と
。

　

こ
の
ク
ジ
ラ
は
餌
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
。
釣
り
で
も
そ
う

で
す
ね
。
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で

釣
っ
て
い
て
も
釣
れ
な
い
。

じ
ゃ
、
違
う
と
こ
ろ
へ
、
と
。

青
年
部
協
議
会
基
調
講
演

同
じ
ポ
イ
ン
ト
で
釣
っ
て
い
る

に
し
て
も
、
仕
掛
け
を
違
う
も

の
に
、
と
。
こ
う
い
っ
た
仕
掛

け
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
、
こ
の

黒
字
の
方
程
式
。
こ
う
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  
実
は
、
全
国
の
中
小
ビ
ル
の

最
も
た
く
さ
ん
あ
る
、 

5
、
0

0
0
平
米
ぐ
ら
い
の
中
規
模
の

ビ
ル
の　

ヶ
年
に
わ
た
る
建
築

15

か
ら
運
用
コ
ス
ト
ま
で
を
全
部

平
均
で
取
り
ま
し
た
。

　

実
は
建
築
コ
ス
ト
、
こ
の
見

え
て
い
る
部
分
と
い
う
の
は

　

・
3
％
。
こ
こ
の
部
分
に
わ

16れ
わ
れ
が
今
ま
で
は
行
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
氷
山
の

一
角
と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
氷
山
の
下
に
は
こ
れ
だ

け
の
、
残
り
の　

％
が
隠
れ
て

85

い
る
。
こ
こ
を
狙
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
活
動
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

  
効
率
と
い
う
の
は
、
は
た
し

て
ど
こ
を
と
っ
て
効
率
的
か
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
確
か

に
請
負
と
い
う
仕
事
は
効
率
が

よ
ろ
し
い
で
す
。
言
わ
れ
た
こ

と
を
や
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
お
客
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
提
案
を
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
提

案
書
を
作
成
し
た
り
、
二
度
三

度
、
お
客
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
お

話
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
そ
の
時
点
で
は
非

効
率
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長

い
ス
パ
ン
で
見
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
れ
が
実
は
、
請
負
と
提
案

型
技
術
営
業
の
違
い
に
お
い
て

一
番
真
っ
先
に
ぶ
ち
当
た
る
問

題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
長
い
目
で

見
た
ら
、
あ
の
と
き
自
分
の
会

社
で
あ
そ
こ
で
提
供
し
て
お
っ

た
か
ら
、
今
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
・
・
・
。
餌
が
あ
る
う
ち

に
も
っ
と
豊
富
に
あ
る
餌
、

も
っ
と
お
い
し
い
餌
と
い
う
ふ

う
に
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
行
く
と

い
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
需
要
家
さ
ん
に
ま

電
気

工

事
業

界

に
他

業

種
参

入

絶
滅

し
た
恐

竜

と
生

き

残

っ
た
ク

ジ

ラ

目
先
の
効
率
に
惑
わ
さ
れ

ず
長
い
目
で

基調講演会の模様。出席者は具体的な活動方法に熱心に耳を傾けていた。
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全日電工連が発行している提案型技術営業に
関する小冊子『挑戦』の表紙

ず
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
需
要
家

さ
ん
に
聞
く
耳
を
持
っ
て
い
た

だ
く
、
需
要
家
さ
ん
に
信
頼
を

し
て
い
た
だ
く
。
こ
ん
な
と
こ

ろ
が
一
つ
入
る
よ
う
な
気
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
こ

と
を
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し

て
も
訪
問
活
動
、
提
案
活
動
を

し
て
い
こ
う
と
、
こ
う
い
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

提
案
書
な
ん
て
作
っ
た
こ
と

が
な
い
。
お
客
さ
ん
に
上
手
く

説
明
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
風

に
お
っ
し
ゃ
る
方
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
は
皆
様
方
が
長
年
培
っ
た

技
術
力
と
経
験
で
、
現
場
に

行
っ
た
ら
こ
こ
を
こ
う
い
う
ふ

う
に
し
た
ら
い
い
の
に
な
、
と

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
対
し
て
ど
う
す

る
か
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

全
国
で
皆
さ
ん
方
の
お
仲
間
の

成
功
し
た
と
い
う
方
は
、
実
際

に
や
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  
そ
し
て
、「
顧
客
リ
ス
ト
」
と

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
が
問
題
で

ご
ざ
い
ま
す
。
住
所
と
名
前
と

電
話
番
号
が
記
入
し
て
あ
る
。

は
た
し
て
、
こ
れ
を
顧
客
リ
ス

ト
と
い
え
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

『
挑
戦
』と
い
う
全
日
電
工
連

発
行
の
提
案
型
技
術
営
業
に
関

す
る
小
冊
子
を
よ
く
読
ん
で
い

た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
『
で
ん
き　

元
気
』
の
、

い
わ
ゆ
る
ス
テ
ッ
プ
３
で
す
ね
。

こ
こ
に
行
く
た
め
に
は
、
顧
客

リ
ス
ト
か
ら
ど
こ
を
ど
う
い
う

ふ
う
に
提
案
を
し
た
ら
い
い
か

と
い
う
ヒ
ン
ト
も
求
め
る
、
と

い
う
こ
と
に
重
ね
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
が
重
要
な
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
ス
ト
ー
リ

ー
が
あ
っ
て
、
当
然
一
回
行
っ

て
具
合
が
良
く
な
る
、
注
文
が

取
れ
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
一
回
目
で
こ
う
し
て
、
二

回
目
で
こ
う
し
て
、
三
回
目
で

こ
う
す
る
と
い
う
、
そ
う
い
う

こ
と
の
手
順
を
踏
ん
で
お
ら
れ

る
方
は
大
抵
う
ま
く
い
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
は
、
徳

住
会
長
様
は
よ
く
「
檀
家
営
業
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
檀
家

営
業
と
い
う
の
は
、
親
か
ら
子

へ
、
子
か
ら
孫
へ
。
新
し
い
お

寺
が
で
き
て
、
あ
っ
ち
の
お
寺

の
方
が
お
布
施
が
安
い
か
ら
あ

ち
ら
に
移
ろ
う
、
と
こ
う
い
う

こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
ず
っ

と
続
い
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が

生
涯
顧
客
へ
つ
な
が
る
最
短
の

道
な
ん
で
す
。
後
程
た
く
さ
ん

御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

け
れ
ど
も
、「
富
山
の
薬
売
り
営

業
」
な
ん
て
い
う
ふ
う
に
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
実
は
お
客

さ
ん
が
辿
る
階
段
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
い
ち
ば
ん
最
初
に

ま
ず
気
づ
い
て
い
た
だ
く
。
こ

れ
は
新
潟
県
工
組
さ
ん
の
例
で

す
が
、
昨
年
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
を 
4
2
6
台
販
売

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
分

電
盤
が
実
は
問
屋
さ
ん
で
も
の

す
ご
く
売
れ
た
。
ど
の
ぐ
ら
い

売
れ
た
か
。
一
千
数
百
万
売
れ

て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
売
れ
た
の

か
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
た

そ
う
な
ん
で
す
。

　
　

年
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

20
で
、　

年
前
に
生
ま
れ
た
赤

20

ち
ゃ
ん
も
す
で
に
成
人
し
て
お

り
ま
す
。　

年
前
に
一
家
に
１

20

台
で
あ
っ
た
エ
ア
コ
ン
は
、
す

で
に
一
部
屋
に
１
台
に
な
っ
て

い
る
。
電
化
製
品
の
数
は
増
え

続
け
て
お
り
ま
す
が
、
分
電
盤

は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
へ
ん
が
、供
気
づ
き
僑
の
部

分
で
す
。
ご
家
庭
の
主
婦
、
旦

那
さ
ん
に
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
に
、
ま

ず
気
づ
い
て
い
た
だ
く
。
そ
し

て
今
度
は
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。

　

例
え
ば
、
家
で
焼
肉
パ
ー

テ
ィ
ー
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た

ら
、
夏
の
暑
い
盛
り
に
エ
ア
コ

ン
を
フ
ル
パ
ワ
ー
で
稼
動
し
て
、

大
き
な
鉄
板
を
使
い
、
そ
し
て

電
子
レ
ン
ジ
を
使
お
う
と
し
た

ら
照
明
が
消
え
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
と
。
こ

こ
か
ら
は
わ
れ
わ
れ
電
気
工
事

に
か
か
わ
る
プ
ロ
の
話
と
、
こ

う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
で

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
な

ら
ば
、
メ
イ
ン
ブ
レ
ー
カ
ー
は

心
臓
に
、
分
岐
ブ
レ
ー
カ
ー
は

血
管
に
な
ぞ
ら
え
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
く
。
一
度
に
た
く
さ

ん
の
血
液
が
流
れ
ま
す
と
具
合

が
悪
い
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
、
一
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
で
あ
っ
て
、

そ
の
後
に
こ
う
い
っ
た
商
品
を

提
案
し
比
較
検
討
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
話
に
な
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
山
形
県
工
組
さ
ん
の

例
で
す
が
、
2
6
8
社
の
方
が

お
や
り
に
な
っ
て
、
３
か
月
間

で 
3
、
6
5
2
万
円
の
売
上
げ

が
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

受
注
件
数
は 
8
2
4
件
で

し
た
。
こ
こ
に
ご
着
目
を
い
た

だ
き
た
い
ん
で
す
。
無
料
診
断

を
行
っ
た
の
は 
6
3
7
件
な

ん
で
す
が
、
受
注
を
さ
れ
た
の

は 
8
2
4
件
。
要
は
、
繰
り
返

し
の
ご
注
文
が
出
て
い
る
。
そ

し
て
、
あ
の
親
切
で
丁
寧
な
電

気
屋
さ
ん
に
、
と
い
う
口
コ
ミ

の
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。
全
部
で
１ 
8
、

5
5
9
軒
も
の
お
客
さ
ん
を
皆

さ
ん
の
お
力
で
回
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、 
6
3
7
件
の
無
料
診

断
を
行
な
っ
た
。
こ
こ
の
と
こ

ろ
、
ど
う
し
て
も
ご
着
目
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

言
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
こ
の

リ
ー
ダ
ー
の
方
が
い
か
に
強
く

旗
を
振
ら
れ
る
か
。
そ
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
問
屋
さ
ん
の

展
示
即
売
会
で
も
、
電
力
会
社

さ
ん
に
も
お
願
い
を
し
て
、
そ

し
て
い
ろ
い
ろ
も
の
を
展
開
す

る
。
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

組
合
員
さ
ん
皆
さ
ん
で
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
ん
で
、
地

方
の
新
聞
に
も
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
、
無
料

で
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
組

合
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
い

ち
ば
ん
の
力
で
、
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

私
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
つ
の
需
要

家
さ
ん
に
対
し
ま
し
て
複
数
の

電
気
屋
さ
ん
が
行
き
ま
す
と
、

見
積
も
り
単
価
が
違
っ
た
り
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
皆
さ
ん
、
色
々
な
工
夫
を
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
宮
崎
県
工

組
さ
ん
、
長
野
県
工
組
さ
ん
で

は
、
そ
の
地
域
の
白
地
図
に
訪

問
し
た
と
こ
ろ
に
印
を
付
け
て

お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
形
県
工
組
さ
ん
で

は
こ
う
で
し
た
。
ワ
ッ
タ
ー
メ

ー
タ
ー
の
と
こ
ろ
に
、
５
ミ
リ

か
６
ミ
リ
ぐ
ら
い
の
こ
う
い
う

赤
い
丸
の
シ
ー
ル
が
あ
り
ま
す

ね
。
こ
れ
を
貼
っ
て
い
っ
た
ん

で
す
。で
す
か
ら
、そ
こ
に
貼
っ

て
あ
る
と
こ
ろ
は
、
も
う
す
で

に
ど
こ
か
の
ほ
か
の
業
者
さ
ん

が
来
て
い
る
。
早
い
者
勝
ち
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

う
い
う
知
恵
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ー
ク
の
勉
強
を
し

た
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

買
い
手
と
売
り
手
と
二
つ
に
分

か
れ
ま
し
て
、
こ
う
前
に
出
て

き
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
お
一

人
の
方
は
、
ど
う
し
て
も
買
わ

な
い
、
ど
う
し
て
も
入
れ
な
い
、

何
が
何
で
も
断
る
、
そ
う
い
っ

た
需
要
家
さ
ん
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
、
と
。
も
う
一
人
の
方
は
、

何
が
何
で
も
売
り
込
ん
で
い
た

だ
く
電
気
屋
さ
ん
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
、
と
。
そ
し
て
会
話
の

練
習
を
し
て
い
た
だ
く
ん
で
す

が
、
こ
れ
は
非
常
に
面
白
い
も

の
で
し
た
。
何
も
な
い
と
こ
ろ

で
、
照
明
器
具
を
付
け
て
い
る

格
好
を
す
る
方
、
皆
さ
ん
の
ウ

ケ
を
ね
ら
う
方
、
い
ろ
い
ろ
ご

ざ
い
ま
し
た
。
楽
し
み
な
が
ら
、

お
客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
皆
と
一
緒

に
学
ん
で
い
く
。
こ
ん
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
実
は
、
北
海

道
苫
小
牧
支
部
の
支
部
長
さ
ん

が
作
っ
た
Ｃ
Ｄ
な
ん
で
す
が
、

『
で
ん
き　

元
気
』
ソ
ン
グ
と

い
う
の
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
ま

し
た
ん
で
、
御
覧
に
な
っ
た
方

も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
全
国
で

は
様
々
な
形
で
提
案
型
技
術
営

業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
が
た
く
さ
ん
お
い
で

な
の
で
す
。

　

（
次
号
に
続
く
）

お
客
さ
ん
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は

全
国
各
県
で
の
取
り
組
み

例

広告スペース
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改訂版
発　行

電
気
工
事
業
の
安
全
衛
生
管
理

皿
皿
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皿
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皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

　

こ
の
ほ
ど
、
全
日
電
工
連
技

術
経
営
委
員
会
よ
り
「
電
気
工

事
業
の
安
全
衛
生
管
理
」
改
訂

版
と
「
電
気
安
衛
手
帳
」
が
発

行
さ
れ
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
平
成
元
年

に
労
働
安
全
衛
生
法
・
同
規
則

に
も
と
づ
き
、「
電
気
工
事
業
の

安
全
衛
生
管
理
」
と
「
電
気
安

衛
手
帳
」
を
刊
行
、
そ
の
後
数

度
の
改
訂
・
増
刷
を
重
ね
て
き

て
い
る
。

厚生労働省安全課監修 ・安全衛生管理の指針

お問い合わせは各工組へどうぞ

機
関
紙

『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｑ
』

                   
が
創
刊

　

近
年
、
労
働
安
全
衛
生
規
則

は
僑
心
と
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
指
針
僑
の
公
表
な
ど
種
々
の

改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
機
会
に
内
容
の
見
直
し
や
検

討
を
し
て
新
た
な
改
訂
版
を
発

行
し
た
。
今
回
の
改
訂
は
平
成

　

年
以
来
、
4
年
ぶ
り
で
あ
る
。

10
　

安
全
意
識
の
向
上
と
労
働
災

害
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
は
、

電
気
工
事
業
界
に
と
っ
て
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
全
日
電
工
連

も
平
成　

年
度
事
業
項
目
に

14

「
安
全
作
業
に
関
す
る
指
導
教

育
の
強
化
並
び
に
初
歩
的
電
気

事
故
撲
滅
の
指
導
徹
底
」
を
挙

げ
、
鋭
意
取
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

「
電
気
工
事
業
の
安
全
衛
生

管
理
」
は
、
経
営
者
、管
理
者
、作

業
員
の
安
全
衛
生
管
理
の
指
針

と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
各

支
部
で
行
わ
れ
る
安
全
衛
生
管

理
の
講
習
会
テ
キ
ス
ト
と
し
て

大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
も
、

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
安
全

衛
生
部
安
全
課
の
監
修
を
受
け

て
お
り
、
労
働
災
害
防
止
の
重

要
性
を
深
め
る
と
と
も
に
、
安

全
活
動
の
確
実
な
実
施
を
図
る

た
め
の
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　

昨
年
8
月
か
ら
技
術
経
営
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し

て
い
る『
で
ん
き　

元
気
』キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
1
年
を
経
過
し
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
、
各
工
組
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
北

海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合

（
猪
俣
榮
三
理
事
長
）
の
西
川

辰
美
苫
小
牧
支
部
支
部
長
作
詞

に
よ
る『
で
ん
き　

元
気
』
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
が
8
月　

日
29

（
木
）、テ
レ
ビ
で
全
国
放
送
さ

れ
好
評
を
得
た
。

　

組
合
関
係
者
が
作
詞
を
手
掛

け
た
と
い
う
こ
と
で
地
元
北
海

道
で
は
早
く
か
ら
話
題
に
な
っ

て
お
り
、
当
日
西
川
氏
や
地
元

で
の
活
動
が
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

（
北
海
道
地
区
で
は
Ｕ
Ｈ
Ｂ
）

に
お
い
て
全
国
ネ
ッ
ト
で
放
映

さ
れ
た
。

　

　

有
限
責
任
法
人
「
全
九
州
電

気
工
事
協
会
」（
全
九
電
協
・
岸

田
進
喜
会
長
）
は
8
月
1
日

（
木
）
に
設
立
総
会
を
開
催
し

正
式
に
発
足
し
た
が
、
そ
れ
に

伴
な
い
機
関
紙
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｑ
』

を
創
刊
し
た
。

　

機
関
紙
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｑ
』
創
刊

号
で
は
、
全
九
電
協
の
設
立
経

緯
と
発
足
当
日
の
設
立
総
会
や

評
議
員
大
会
、
懇
親
会
な
ど
の

模
様
を
伝
え
、
全
九
電
協
共
々

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

九
州
に
お
け
る
電
気
工
事
業

界
の
組
織
統
一
に
関
す
る
経
緯

は
複
雑
な
も
の
が
あ
り
、
組
織

統
一
へ
の
精
力
的
な
活
動
が
組

織
外
部
の
み
な
ら
ず
内
部
で
も

把
握
出
来
な
い
情
報
伝
達
の
不

備
も
そ
の
統
一
へ
の
障
害
の
一

つ
と
な
っ
て
い
た
。

　

全
九
電
協
設
立
発
起
人
会
で

は
、
組
合
員
へ
の
情
報
伝
達
が

不
十
分
な
状
況
で
は
組
織
と
し

て
の
ま
と
ま
り
や
業
界
の
活
性

化
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

全
九
電
協
の
設
立
と
と
も
に
業

界
最
大
の
団
体
と
し
て
傘
下
組

合
員
の
交
流
や
組
織
と
し
て
の

情
報
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、

機
関
紙
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｑ
』
を
発
刊

し
た
い
と
検
討
を
重
ね
て
い
た
。

　

『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｑ
』
で
は
、
組
織
上

部
か
ら
組
合
員
へ
と
い
う
上
意

下
達
で
は
な
く
、「
紙
面
づ
く
り

に
組
合
員
の
参
加
を
大
い
に
期

待
し
て
お
り
、
全
九
電
協
発
展

の
た
め
の
潤
滑
油
の
役
割
を
果

た
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

キャンペーンソングで地域の活性化を願う
テレビ出演した西川辰美苫小牧支部支部長

全九電協とともにスタートを切った

『電気工事業の安全衛生管理』の表紙( 上 ) と
セットで販売される 『安衛手帳』( 下 )

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
全
国

　
　
　
　
　
　
  
放
映
さ
れ
る

苫
小
牧
支
部
長
が
作
詞

全
九
電
協

地元北海道
で 好 評

広告スペース
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開放的な空間
に近未来 を想
定 したシ ョー
ルームが展開
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第 53 回全国
労働衛生週間

情
報
受
発
信
の
総
合
拠
点

　

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、
9

月
1
日
か
ら　

日
ま
で
の
準
備

30

月
間
を
終
え
、　

月
1
日
か
ら

10

7
日
ま
で
本
週
間
が
実
施
さ
れ

る
。 

　

昭
和　

年
か
ら
実
施
さ
れ
て

25

い
る
同
週
間
は
、
厚
生
労
働
省

と
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
の

主
唱
に
よ
り
、
国
民
の
労
働
衛

生
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
、
さ

ら
に
事
業
場
に
お
け
る
自
主
的

労
働
衛
生
管
理
活
動
を
通
じ
た

労
働
者
の
健
康
の
確
保
と
快
適

な
職
場
環
境
の
形
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年

で　

回
目
。

53

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
仕

事
や
職
場
生
活
に
関
す
る
強
い

不
安
、
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
労
働
者
の
割
合
が
年
々
増

加
す
る
な
ど
職
場
に
お
け
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

職
業
性
疾
病
予
防
対
策
の
推
進

や
産
業
保
健
活
動
の
活
性
化
、

心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

（
T
H
P
）、
快
適
な
職
場
環
境

の
形
成
な
ど
、
そ
れ
ら
を
実
施

し
改
善
し
て
い
く
と
い
う
一
連

の
過
程
を
明
確
に
し
た
継
続
的

な
安
全
衛
生
管
理
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、

労
働
災
害
発
生
や
職
業
性
疾
病

の
潜
在
的
危
険
性
を
低
減
さ
せ

る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。

　

こ
う
い
っ
た
対
策
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
事
業
者
が
率
先

し
て
労
働
衛
生
管
理
活
動
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
産
業
医
、

衛
生
管
理
者
等
の
労
働
衛
生
管

理
ス
タ
ッ
フ
が
中
核
と
な
っ
て
、

作
業
環
境
管
理
、
作
業
管
理
及

び
健
康
管
理
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
職
場
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
を
実
効
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
労
働
者
自
身
が

積
極
的
に
職
場
の
健
康
管
理
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。

　

各
事
業
場
に
お
い
て
、
本
週

間
に
実
施
す
る
事
項
（
別
表
）

を
重
点
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
で
経
営
ト
ッ
プ
は
も
と
よ
り

関
係
者
一
人
一
人
が
労
働
衛
生

意
識
の
高
揚
に
努
め
、
自
主
的

労
働
衛
生
管
理
活
動
の
促
進
に

努
め
た
い
。

ア
・
労
働
衛
生
旗
の
掲
揚
及
び

ポ
ス
タ
ー
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
の

掲
示 
イ
・
事
業
者
又
は
総
括
安
全
衛

生
管
理
者
に
よ
る
職
場
巡
視 

ウ
・
労
働
衛
生
に
関
す
る
展
示

会
、
講
習
会
、
研
究
会
、
討
論

会
、
見
学
会
等
の
開
催 

エ
・
有
害
物
の
漏
え
い
事
故
、

酸
素
欠
乏
症
等
に
よ
る
事
故
等

緊
急
時
の
災
害
を
想
定
し
た
実

地
訓
練
等
の
実
施 

オ
・
労
働
衛
生
に
関
す
る
優
良

職
場
、
功
績
者
等
の
表
彰 

カ
・
労
働
衛
生
に
関
す
る
図
画
、

作
文
、
写
真
、
標
語
等
の
掲
示 

キ
・
そ
の
他
労
働
衛
生
の
意
識

高
揚
の
た
め
の
行
事
の
実
施

　

苛
電
気
技
術
者
試
験
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成　

年
度
第
二
種
電

14

気
工
事
士
技
能
試
験
実
施
結
果

を
発
表
し
た
。

　

技
能
試
験
受
験
者
は
前
年
度

比
1
5
、
4
9
7
人
減
と
大
幅

に
減
っ
た
昨
年
よ
り
も
さ
ら
に

減
少
し
6
2
、
5
0
1
名
。
技

能
試
験
合
格
者
は
4
年
振
り
に

4
万
人
を
超
え
た
昨
年
に
比
べ

5
、
4
4
1
人
減
の
3
5
、
6

7
4
名
だ
っ
た
た
め
、
技
能
試

験
の
合
格
率
は　

・
1
％
と
な

57

り
、
前
年
度
の　

・
8
％
と
比

64

べ
7
・
7
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と

減
少
と
な
っ
た
。

　

7
月
に
発
表
さ
れ
た
第
二
種

電
気
工
事
士
筆
記
試
験
実
施
結

果
と
併
せ
て
見
る
と
、
本
年
度

の
受
験
申
込
者
は
、
1
0
3
、

3
3
0
名
（
内
筆
記
免
除
者
2

0
、
6
1
9
名
）で
、
前
年
度（
1

0
1
、
3
0
8
名
）
に
比
べ
2
、

0
2
2
名
増
加
し
た
。

　

筆
記
試
験
の
結
果
は
、
受
験

者
7
5
、
1
6
0
名
に
対
し
4

6
、
3
7
0
名
が
合
格
し
、
合

格
率　

・
7
％
だ
っ
た
。
技
能

61

試
験
の
受
験
者
は
、
筆
記
試
験

免
除
者
を
加
え
た
6
2
、
5
0

1
名
で
あ
り
、
合
格
者
は
3
5
、

6
7
4
名
で
合
格
率
は　

・
1

57

％
と
な
っ
た
。

　

総
申
込
者
1
0
3
、
3
3
0

名
に
対
す
る
技
能
試
験
合
格
者

3
5
、
6
7
4
名
の
割
合
は　

・34

5
％
と
、
苛
電
気
技
術
者
試
験

セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
昭
和　
60

年
度
以
降
初
め
て　

％
台
を
超

40

え
て
過
去
最
高
の
最
終
合
格
率

を
記
録
し
た
昨
年
を
下
回
っ
た

が
、
ほ
ぼ
平
年
並
み
で
あ
っ
た
。 　

技
能
試
験
合
格
者
の
割
合
を

年
令
別
に
み
る
と
、　

才
以
下

17

が　

・
1
％
で
ト
ッ
プ
、
次
い

33
で　

才
～　

才
が　

・
3
％
、

31

39

15

　

才
～　

才
が　

・
2
％
の
順

26

30

15

と
な
っ
て
い
る
。

　

技
能
試
験
実
施
結
果
は
、
合

否
に
か
か

わ
ら
ず
受

験
者
全
員

に
通
知
す

る
ほ
か
同

セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か

ら
も
受
験

番
号
を
検

索
で
き
る
。

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
、

館
内
各
施
設
へ
の
Ｈ
Ｄ
（
ハ
イ

デ
ィ
フ
ィ
ニ
シ
ョ
ン
）
映
像
配

信
シ
ス
テ
ム
や
高
速
で
大
容
量

の
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
構
成
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
動
画
配
信
な
ど
、
最
新
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
全
館
に
導
入
。
ま
た
、
環
境

負
荷
の
少
な
い
商
品
「
グ
リ
ー

ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
や
松
下
エ
コ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
と
い
っ
た
地
球
環
境
と
の
共

存
に
向
け
た
同
社
の
環
境
へ
の

取
り
組
み
も
発
信
し
て
い
く
。

　

1
Ｆ
は
、
同
グ
ル
ー
プ
の
最

新
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
や
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
体
験

で
き
る
フ
ロ
ア
で
、
任
天
堂
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
、
憩

タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
を
駆

使
し
て
来
場
者
に
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
併
設

す
る
。

　

さ
ら
に
、
新
し
い
情
報
発
信

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
同
施
設
の

ガ
ラ
ス
外
壁
の
内
側
に
建
築
物

と
一
体
と
な
っ
て
映
像
情
報
を

配
信
す
る
世
界
初
の
横
長
Ｌ
字

型
映
像
表
示
装
置
「
ア
ス
ト
ロ

ウ
ォ
ー
ル
」
を
設
置
し
、
オ
ー

プ
ン
以
降
様
々
な
映
像
・
音
・

情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

　

同
社
で
は
、「
東
京
な
ら
で
は

の
情
報
受
発
信
力
や
国
際
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
有
す
る
有

明
地
区
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、

松
下
グ
ル
ー
プ
が　

世
紀
に
目

21

指
す
企
業
像
や
企
業
姿
勢
を
発

信
し
た
い
。」
と
し
て
い
る
。

い
の
場
と
し
て
の
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
カ
フ
ェ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
楽
し
め
る
。
2
Ｆ
で
は
、

2
0
0
5
年
か
ら　

年
の
近
未

10

来
を
想
定
し
た
暮
ら
し
方
を
提

案
す
る
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー 
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル 
ラ
ボ
」、
キ
ッ
チ

ン
や
バ
ス
な
ど
の
商
品
や
暮
ら

し
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
す
る
設
備

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
リ
ビ
ン
グ
プ

ラ
ザ
」
を
展
開
。

　

ま
た
、
林
原
自
然
科
学
博
物

館
が
保
有
す
る
恐
竜
化
石
の
調

査
や
研
究
過
程
と
科
学
者
の
視

点
や
考
え
方
を
、
最
新
の
デ
ジ

　

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
は

9
月　

日
臥
、
東
京
都
の
臨
海

14

副
都
心
・
有
明
地
区
に
同
グ
ル

ー
プ
の
最
新
技
術
や
商
品
な
ど

を
体
験
で
き
る
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　

同
施
設
は
、「
ユ
ビ
キ
タ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
実
現
」

と
「
地
球
環
境
と
の
共
存
」
を

具
現
化
す
る
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ

『自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
！
私
の
健
康　

み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
！
働
く
環
境
』

僉
本
週
間
の
実
施
事
項
僊

松下電器

○試験センターＨＰ
http://www.shiken.or.jp
○合否検索用専用ＨＰ
http://www.shiken.on.arena.ne.jp

合
格
率
は
ほ
ぼ
平
年
並
み

平
成　

年
度
第
二
種
電
気
工
事
士
試
験
実
施
結
果
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基
金
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

「
職
能
型
国
民
年
金
基
金
」
と

「
地
域
型
国
民
年
金
基
金
」
と

の
制
度
的
な
相
違
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
電
気
工
事
業
に
従
事
さ

れ
る
方
々
は
当
国
民
年
金
基
金

を
御
利
用
な
さ
る
の
が
有
利
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
基
金
は
、
電
気
工
事
業
界

で
設
立
し
た
国
民
年
金
基
金
で

あ
る
の
で
、
電
気
工
事
業
界
が

福
利
厚
生
事
業
と
し
て
創
設
し

た
も
の
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
面

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。　

こ
の
基
金
は
国

に
代
わ
っ
て
事
務
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
年
2
回
開
催

す
る
事
業
運
営
に
関
す
る
会
議

の
結
果
を
必
ず
担
当
行
政
機
関

に
報
告
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

国
民
年
金
に
未
加
入
の
方
に

お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、
現
在

　

歳
ま
で
の
方
、
ま
た
そ
れ
以

45上
の
年
齢
で
あ
る
方
も
過
去
に

厚
生
年
金
に
加
入
の
期
間
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
加
入

の
御
検
討
を
い
た
だ
き
、
国
民

年
金
基
金
ま
で
御
相
談
下
さ
い
。

　

国
民
年
金
基
金
制
度
と
個
人

引き続き暖かい御支援
お 願 い 致 し ま す

将来の生活　　

　設計お手伝い

加
入
促
進
事
業
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
を
！

　

電
気
工
事
業
国
民
年
金
基
金
で
は
、
平
成
3
年
9
月
の
設
立
か
ら
「
加
入
者
一
万
名
」
確
保
を

目
指
し
毎
年
目
標
数
を
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
同
制
度
の
設
立
に
御
尽
力
頂
い
た

方
々
の
御
苦
労
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
役
職
員
に
よ
る
事
業
周
知
の
努
力
が
年
度
ご
と

の
加
入
促
進
に
繋
が
っ
て
い
る
と
事
務
局
で
は
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

電
気
工
事
業
国
民
年
金
基
金

は
平
成
3
年
の
設
立
か
ら
苦
節

　

年
に
し
て
第
一
の
目
標
と
し

11て
お
り
ま
し
た
「
加
入
者
一
万

名
」
に
到
達
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
組
合
員
の
方
々
の

中
に
、
公
的
年
金
制
度
に
加
入

し
な
い
で
い
る
方
が
、
少
数
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
高
齢
者
に

な
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
を
思
う

と
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。　

ま

ず
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
、

そ
の
上
乗
せ
制
度
で
あ
る
「
国

民
年
金
基
金
」
に
加
入
し
た
上

で
、
さ
ら
に
個
人
年
金
を
利
用

す
る
こ
と
が
有
利
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

公
的
年
金
制
度
は
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
も
の
で
、「
社
会
保
障

制
度
」
の
中
核
な
す
も
の
で
あ

り
、
制
度
内
容
を
変
更
す
る
に

当
た
っ
て
も
経
済
環
境
だ
け
で

変
更
す
る
の
で
な
く
、
受
給
し

て
い
る
方
々
の
生
活
面
も
考
慮

し
て
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
制
度

は
、
公
的
な
制
度
で
は
な
く
電

気
工
事
業
工
業
組
合
で
行
っ
て

い
る
事
業
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
る
方
が
見
受
け
ら

れ
る
面
も
加
入
促
進
が
停
滞
す

る
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
の
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
を
設
立
し
て

念願の加入者一万名達成 !

い
る
団
体
は
、
医
師
・
歯
科
医

師
・
税
理
士
・
薬
剤
師
の
団
体

を
は
じ
め　

団
体
で
構
成
さ
れ

25

て
お
り
、「
電
気
工
事
業
国
民
年

金
基
金
」
は
そ
の
一
団
体
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
で
設
立
し
て

い
る
国
民
年
金
基
金
を
「
職
能

型
国
民
年
金
基
金
」
と
い
い
、

全
国
各
都
道
府
県
に
一
つ
づ
つ

あ
る
の
が
「
地
域
型
国
民
年
金

年
金
制
度
と
の
相
違
点
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
と
、
①
営
利
を
目

的
に
事
業
運
営
を
図
っ
て
い
な

い
②
加
入
保
険
料
に
対
し
て
受

け
取
る
年
金
額
が
高
い
③
年
金

給
付
の
保
証
利
率
が
3
%
を
維

持
し
て
い
る
④
節
税
効
果
が
高

く
有
利
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
掛
金
を
加
入
時
か

ら　

歳
ま
で
納
付
し　

歳
に
な

60

65

る
ま
で
待
機
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
年
金
給
付
の
種
類

を
選
択
す
る
と
き
に
注
意
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
加

入
員
や
年
金
受
給
待
機
者
は
も

と
よ
り
年
金
受
給
者
で
も　

歳
80

以
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
「
遺

族
一
時
金
」
が
支
給
さ
れ
る
の

で
、
掛
け
捨
て
掛
け
損
の
な
い

年
金
と
い
え
ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
の
事
業
運
営

に
当
た
り
、
加
入
員
確
保
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
は
全
国
各
都

道
府
県
工
組
の
協
力
を
得
て
加

入
促
進
に
努
め
て
い
た
だ
き
、

掛
金
収
納
事
業
に
つ
い
て
加
入

員
に
対
し
て
事
務
局
か
ら
納
付

勧
奨
を
行
い
、
原
則
と
し
て　
65

歳
に
到
達
し
た
方
々
に
は
老
齢

年
金
を
支
給
し
、
不
幸
に
し
て

死
亡
さ
れ
た
ご
家
族
の
方
に
は

遺
族
一
時
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
制
度

の
啓
蒙
に
つ
い
て
も
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
作

製
配
布
し
て
事
業
運
営
の
安
定

化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
年
金
資
産
の
運
用

に
つ
い
て
も
受
託
金
融
機
関
の

協
力
を
得
て
こ
れ
ま
で
微
小
で

あ
り
ま
す
が
プ
ラ
ス
で
運
用
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
定
性

を
も
っ
て
事
業
運
営
を
図
っ
て

い
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ

け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

全 日 電 工 連
国民年金基金
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*
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*
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*
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電気工事業国民年金基金都道府県別受付状況

平成14年度累計現在の受付数
平成14年度

目標数

平成 13年度

迄の受付数認可

目標数
都道府

県名
順位 平成14年9月20日現在4/1～9/20

達成率（A + B）（Ｂ）（Ａ）

306.67 %32231319105石　川1

301.12 %2682226689佐　賀2

249.62 %33212331133富　山3

196.67 %1181211760山　口4

195.83 %4744724島　根5

190.54 %141414174福　井6

189.89 %169516989奈　良7

162.80 %33733334207新　潟8

142.98 %1633163114山　形9

137.63 %128512893岡　山10

137.23 %18815187137宮　崎11

132.09 %24714246187三　重12

132.08 %7047053鳥　取13

132.03 %1693169128広　島14

128.57 %2523252196栃　木15

122.58 %1522152124秋　田16

121.97 %27224270223岐　阜17

121.21 %1202311899滋　賀18

117.50 %14134138120長　野19

117.45 %17535172149和歌山20

113.87 %15612155137青　森21

113.05 %4595459406北海道22

110.91 %36635363330埼　玉23

105.38 %981109793岩　手24

102.91 %1064106103山　梨25

101.94 %2103210206福　島26

101.49 %2055205202鹿児島27

100.00 %94888694長　崎28

93.20 %19232189206愛　媛29

92.62 %13810138149宮　城30

91.20 %11410114125高　知31

90.06 %30845304342京　都32

88.01 %41113410467神奈川33

86.51 %40435401467兵　庫34

84.65 %35325351417愛　知35

84.04 %27925277332静　岡36

82.56 %620215618751大　阪37

81.50 %1415141173徳　島38

80.56 %14535142180熊　本39

80.33 %14742143183香　川40

78.00 %19535192250茨　城41

75.25 %761576101大　分42

64.58 %15555150240群　馬43

61.77 %22355218361千　葉44

53.93 %14410144267福　岡45

43.33 %4352104331,004東　京46

22.52 %251025111沖　縄47

99.10 %10,010742429,93610,101合　計

広告スペース
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ー
ダ
ー
設
定
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
各
業
種
・
業
態
で
求

め
ら
れ
る
最
適
な
通
話
連
絡
シ

ス
テ
ム
が
容
易
に
実
現
で
き
る
。

　

希
望
小
売
価
格
は
、
セ
ン
タ

ー
ユ
ニ
ッ
ト
W
X
倆
C
C　

が
10

　

万
円
、
セ

40ン
タ
ー
マ

イ
ク

W
X

倆

C
M　

10

が　

万
円
、

10
セ
ン
タ
ー

ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー

W

X
倆

C
T

　

が

6
万

10円
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
ラ

ン
シ
ー
バ

ー

W
X
倆

C
T　

が
11

6
万

5
千

円
な
ど
。

　

問
い
合
わ
せ
先

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
広
報
・
宣
伝
チ
ー
ム

緯
0
4
5（
5
4
0
）
5
6
7
7

し
た
た
め
、
空
調
機
の
パ
ネ
ル

や
照
明
器
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
か

か
わ
ら
ず
、
設
置
位
置
を
自
由

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
③
カ

セ
ッ
ト
形
ボ
デ
ィ
に
加
え
ワ
ン

タ
ッ
チ
脱
着
パ
ネ
ル
を
採
用
し
、

フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
や
交
換
な

ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
パ
ネ
ル

部
分
か
ら
簡
単
に
行
え
る
。

　

単
独
脱
臭
ユ
ニ
ッ
ト
T
D
A

倆　

J
C
の
希
望
小
売
価
格
は
、

30
1
9
8
、
0
0
0
円
。

　

問
い
合
わ
せ
先

中
津
川
製
作
所

営
業
部　

冷
熱
・
機
器
営
業
課

緯
0
5
7
3（
6
6
）
8
2
1
7

胃
0
5
7
3（
6
6
）
5
6
5
9

　

ア
イ
ホ
ン
株
式
会
社
は
、　

3.5

型
カ
ラ
ー
液
晶
モ
ニ
タ
ー
を
採

用
し
、
見
や
す
さ
と
お
手
頃
感

を
両
立
さ
せ
た
「
ハ
ン
ズ
フ
リ

ー
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ド
ア
ホ
ン　
1・1

形
」（
玄
関
1
カ
所
、
室
内
1
カ

所
専
用
タ
イ
プ
）
を
発
売
す
る
。

　

昨
今
の
犯
罪
多
発
・
凶
悪
事

件
の
発
生
で
家
庭
の
防
犯
意
識

が
高
ま
り
、
防
犯
強
化
を
目
的

と
し
た
テ
レ
ビ
ド
ア
ホ
ン
は
急

速
に
普
及
し
て
い
る
。
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
工
業
会
統
計
に
よ
る
と
、

2
0
0
1
年
度
は　

万
7
千
台

63

と
2
0
6
％
の
伸
び
を
見
せ
て

い
る
。

　

同
商
品
は
、
基
本
機
能
に
絞

り
白
黒
テ
レ
ビ
ド
ア
ホ
ン
に
近

い
お
手
頃
価
格
を
実
現
し
た
。

さ
ら
に
訪
問
者
を
見
や
す
い　
3.5

型
Ｔ
Ｆ
Ｔ
カ
ラ
ー
液
晶
モ
ニ
タ

ー
の
採
用
と
夜
間
の
カ
ラ
ー
映

像
機
能
で
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
に

配
慮
し
て
い
る
。 

　

同
商
品
の
特
長
は
、

①　

型
T
F
T
カ
ラ
ー
液
晶
モ

3.5
ニ
タ
ー
を
採
用
し
、
訪
問
者
を

し
っ
か
り
確
認
で
き
る
。
②
玄

関
子
機
に
カ
メ
ラ
が
作
動
中
で

暗
い
と
き
だ
け
自
動
点
灯
す
る

省
エ
ネ
設
計
白
色
L
E
D
照
明

を
内
蔵
し
夜
間
も
訪
問
者
を
カ

ラ
ー
で
映
す
。
③
呼
出
ボ
タ
ン

を
押
し
た
あ
と
、
室
内
の
家
族

に
直
接
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
僑
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ル
僑

機
能
付
き
。
④
配
線
は
2
線
式

で
既
設
の
イ

ン
タ
ー
ホ
ン

か
ら
簡
単
に

取
り
替
え
で

き
る
。

　

価
格
は
、

J
B
S
倆
1

A

T　

（
電

源
直
結
式
親

機
と
カ
ラ
ー

カ
メ
ラ
付
玄

関

子

機
の

セ
ッ
ト
）
及

び
K
T
倆　
55

　

（
電
源
プ

ラ
グ
式
親
機

と
カ
ラ
ー
カ

メ
ラ
付
玄
関

子
機
の
セ
ッ

ト
）
と
も
に
オ
ー
プ
ン
価
格
。

J
B
W
倆
D　
（
カ
メ
ラ
角
度

左
右
調
整
台
）
は
5
0
0
円
。
　

問
い
合
わ
せ
先

販
売
促
進
部

緯
0
5
2（
6
8
2
）
3
8
7
7

　

オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社
は
、
無

停
電
電
源
装
置
（
Ｕ
Ｐ
Ｓ
）
の

2
機
種
に
つ
い
て
、
9
月
1
日

以
降
の
購
入
者
を
対
象
に
保
証

期
間
を
従
来
の
2
年
か
ら
3
年

に
延
長
す
る
（
バ
ッ
テ
リ
ー
は

従
来
通
り
保
証
対
象
外
）。

　

対
象
と
な
る
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
Ｉ

（
パ
ウ
リ
）
Ｂ
Ｘ　

Ｘ
Ｆ
Ｖ
／

35

Ｂ
Ｘ　

Ｘ
Ｆ
Ｖ
の
2
機
種
は
、

50

厚
さ　

亜
の
薄
型
サ
イ
ズ
の
パ

45

ソ
コ
ン
用
無
停
電
電
源
装
置

（
Ｕ
Ｐ
Ｓ
）
で
、
2
0
0
0
年

4
月
の
発
売
以
来
、
パ
ソ
コ
ン

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
Ｕ
Ｐ
Ｓ

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
累
計

約
9
万
台
の
販
売
実
績
が
あ
る
。

　

今
回
、
2
年
間
だ
っ
た
保
証

期
間
を
業
界
で
初
め
て
3
年
間

に
延
長
し
、
他
機
種
に
つ
い
て

も
今
後
3
年
保
証
化
を
実
施
し

て
い
く
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
普
及
と
と
も
に
、
突
然
の
停

電
や
ブ
レ
ー
カ
の
ダ
ウ
ン
な
ど

の
電
源
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
回
避
だ
け

で
な
く
、
シ
ス
テ

ム
上
の
デ
ー
タ
や

ソ
フ
ト
の
保
護
に

対
す
る
ユ
ー
ザ
ー

の
意
識
は
高
ま
っ

て
い
る
。
同
商
品

は
、
設
置
が
簡
単

な
軽
量
・
コ
ン
パ

ク
ト
な
無
停
電
電

源
装
置
（
Ｕ
Ｐ
Ｓ
）

と
し
て
、
個
人
か

ら
企
業
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ユ
ー
ス
ま

で
幅
広
い
パ
ソ
コ

ン
ユ
ー
ザ
ー
や
、

業
界
で
初
め
て

　

3
年
無
償
保
証
を
実
現

従
来
同
社
製
品
比

　
　
　

約　

％
の
低
価
格

50

　

三
菱
電
機
株
式
会
社
は
、
高

齢
者
福
祉
施
設
や
医
療
施
設
の

居
室
向
け
に
高
い
脱
臭
能
力
と

優
れ
た
施
工
性
を
兼
ね
備
え
た

「
業
務
用
単
独
脱
臭
ユ
ニ
ッ

ト
」
を
発
売
す
る
。

　

三
菱
独
自
の
金
属
イ
オ
ン
活

性
炭
フ
ィ
ル
タ
ー
で
高
効
率
脱

臭
を
実
現
。
ま
た
、
カ
セ
ッ
ト

形
の
採
用
で
省
施
工
と
簡
単
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
図
っ
て
お
り
、

増
改
築
時
に
も
既
存
の
換
気
設

備
を
生
か
し
て
容
易
に
追
加
設

置
で
き
る
。 

　

同
商
品
の
主
な
特
長
は
、
①

脱
臭
方
式
は
室
内
空
気
循
環
に

よ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
方
式
（
吸
着

方
式
）
を
採
用
。
し
尿
臭
、
汗
・

体
臭
、
動
物
臭
な
ど
の
主
成
分

で
あ
る
3
大
悪
臭
源
（
ア
ン
モ

ニ
ア
・
メ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン
・

硫
化
水
素
）
の
除
去
に
有
効
な

三
菱
独
自
の
金
属
イ
オ
ン
活
性

炭
フ
ィ
ル
タ
ー
を
搭
載
し
、
一

金
属
イ
オ
ン
活
性
炭
フ
ィ

ル
タ
ー
で
高
効
率
脱
臭

ゲ
ー
ム
機
、
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末

等
の
産
業
機
器
組
み
込
み
用
途

に
対
応
で
き
る
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
高
い
製
品
と
な
っ

て
い
る
。

　

同
商
品
の
主
な
特
長
は
、
①

場
所
を
取
ら
な
い
厚
さ　

亜
の

45

薄
型
形
状
で
、
標
準
添
付
の
縦

置
き
ス
タ
ン
ド
を
使
っ
て
縦
置

き
も
可
能
。
わ
ず
か
の
隙
間
や

設
置
場
所
を
確
保
し
づ
ら
い
場

所
で
も
無
理
な
く
設
置
が
で
き

る
。
②
内
蔵
バ
ッ
テ
リ
ー
に
長

寿
命
バ
ッ
テ
リ
ー
を
採
用
す
る

こ
と
で
期
待
寿
命
が
５
年
と
な

り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
回
数
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
。
③

バ
ッ
テ
リ
ー
は
前
面
か
ら
交
換

可
能
な
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
が
簡

単
に
交
換
可
能
。

　

標
準
価
格
（
税
別
）
は
、
Ｂ

Ｘ　

Ｘ
Ｆ
Ｖ
が
2
0
、
8
0
0

35
円
。
Ｂ
Ｘ　

Ｘ
Ｆ
Ｖ
が
2
7
、

50

8
0
0
円
。 

問
い
合
わ
せ
先

事
業
開
発
本
部
周
辺
機
器
事
業

部
営
業
課

緯
0
3（
5
4
3
5
）
2
0
1
0

僉
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
僊

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
m
r
o
n
.
c
o

.
j
p
/
p
e
d

‐

j
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m

l   

過
性
脱
臭
効
率　

％
の
高
効
率

80

脱
臭
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
別

売
り
の
高
性
能
フ
ィ
ル
タ
ー
を

組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
除
塵

性
能
は
さ
ら
に
向
上
す
る
。
②

点
検
口
が
い
ら
な
い
カ
セ
ッ
ト

形
ボ
デ
ィ
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト

設
計
で
、
天
井
裏
設
置
必
要
ス

ペ
ー
ス
（
3
8
3
亜
×
3
1
8

亜
の
み
。
パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
は
4

5
5
亜
×
9
亜
）
を
抑
え
た
。

ま
た
、
ダ
ク
ト
配
管
は
不
要
な

た
め
、
増
改
築
時
に
も
既
存
の

換
気
設
備
を
生
か
し
て
容
易
に

追
加
設
置
で
き
る
。
加
え
て
正

方
形
タ
イ
プ
の
パ
ネ
ル
を
採
用

　

松
下
通
信
工
業
株
式
会
社
は
、

多
彩
な
通
話
機
能
を
持
ち
、
身

に
つ
け
て
使
い
や
す
い
ワ
イ
ヤ

レ
ス
イ
ン
タ
ー
カ
ム
シ
ス
テ
ム

W
X
倆
C　

シ
リ
ー
ズ
を
、
従

10

来
同
社
製
品
に
比
べ
て
約　

%
50

の
低
価
格
を
実
現
、
発
売
を
開

始
し
た
。　

従
来
の
ワ
イ
ヤ
レ

ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
に
加
え
、
低
コ
ス
ト
か
つ

高
機
能
で
身
に
つ
け
て
使
い
や

す
い
連
絡
通
話
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
業
務
の
効
率
化
を
実
現
す

る
。

　

同
商
品
の
主
な
特
長
は
、
①

ア
ン
テ
ナ
内
蔵
の
ス
リ
ム
ボ

デ
ィ
で
、
外
部
コ
ネ
ク
タ
の
飛

び
出
し
を
抑
え
接
続
部
の
負
荷

を
軽
減
す
る
な
ど
、
衣
服
に

引
っ
か
か
ら
ず
、
故
障
し
に
く

い
デ
ザ
イ
ン
。
作
業
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
配
慮
が
随
所
に
盛
り

込
ま
れ
、
身
に
つ
け
て
使
い
や

す
い
「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
」
を
追

求
。
②
セ
ン
タ
ー
マ
イ
ク
か
ら

の
一
斉
・
エ
リ
ア
別
・
個
別
通

話
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
の
3
つ
の
ボ
タ
ン
を
駆
使

し
た
グ
ル
ー
プ
間
通
話
な
ど
、

目
的
に
合
わ
せ
た
多
彩
な
ス
タ

イ
ル
で
通
話
が
出
来
る
。
③
セ

ン
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
わ
な
い

簡
単
な
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
2
台
連
結
し

た
8
エ
リ
ア
対
応
の
シ
ス
テ
ム

ま
で
、
規
模
・
状
況
に
応
じ
た

シ
ス
テ
ム
を
低
価
格
で
構
築
。

同
時
通
話
・
エ
リ
ア
拡
張
・
リ

　

型
液
晶
ド
ア
ホ
ン
が

3.5
　
　
　
　

お
手
軽
価
格
で

広告スペース
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加
入
組
合
員
の
う
ち
左
記
の

方
が
羅
災
さ
れ
、
互
助
会
規
約

に
よ
り
見
舞
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
祈
念
し
ま
す
。

　

火
災

僉
全
焼
僊

【
千
葉
】
君
津
市
藤
林　

神
田
電
気
工
事
有
限
会
社　

　
　
　
　
　
　
　

金
枝
昭
治
様

    
風
水
害

僉
床
上
浸
水
僊

【
福
島
】郡
山
市
小
原
田　

水
野
電
設　
　
　

水
野
昭
三
様

　

互
助
会
加
入
者
の
う
ち
、次

の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
な
お
、互
助
会
規
約
に

基
づ
き
病
気
、そ
の
他
で
亡
く

な
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
に
弔
慰

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

病
死
・
そ
の
他

【
北
海
道
】旭
川
市
4
条
通

禍
旭
川
電
設
工
業
社　

　
　
　
　
　
　
　

浦
野
厳
様　
６８

【
秋
田
】湯
沢
市
相
川　

柴
田
電
気
工
事
店　

　
　
　
　
　

柴
田
栄
次
郎
様　
６７

【
栃
木
】大
田
原
市
山
の
手　

後
藤
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　

後
藤
一
夫
様　
５５

【
千
葉
】佐
倉
市
弥
勒
町　

珂
西
村
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　

西
村
輝
雄
様　
５８

【
東
京
】調
布
市
下
石
原　

佐
藤
電
気
工
業
珂　

　
　
　
　
　
　

佐
藤
敏
昭
様　
５２

【
神
奈
川
】横
須
賀
市
武　

有
限
会
社
青
木
電
業
社　

　
　
　
　
　
　

青
木
克
之
様　
４９

【
山
梨
】南
都
留
郡
河
口
湖
町

興
和
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　

古
屋
清
続
様　
６５

【
静
岡
】静
岡
市
南
安
倍　

荻
原
電
機
工
業
所　

　
　
　
　
　
　

荻
原
謹
一
様　
８４

【
岐
阜
】吉
城
郡
吉
川
町
貴
船
町

か
も
め
電
機
商
会　

　
　
　
　
　
　
　

鴨
宮
進
様　
７９

【
大
阪
】東
大
阪
市
稲
田
本
町

ハ
リ
マ
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　

播
磨
一
次
様　
６６

【
大
阪
】大
阪
市
福
島
区
鷺
洲

禍
中
森
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　

中
森
睦
美
様　
６７

【
和
歌
山
】
有
田
市
宮
崎
町　

有
北
電
気　
　
　

有
北
巍
様　
７３

【
兵
庫
】加
古
川
市
東
神
吉
町

菊
本
電
工　
　

菊
本
光
雄
様　
61

【
徳
島
】阿
波
郡
市
場
町　

大
住
設
備　
　

大
住
文
宣
様　
51

【
福
岡
】福
岡
市
博
多
区
麦
野

禍
共
栄
電
設　

浅
田
留
夫
様　
６６

【
福
岡
】福
岡
市
東
区　

禍
光
陽
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　

原
田
清
春
様　
８１

全国で照明の
　大切さをアピール

火
等
は　

億
鯵
ｈ
で
同
2
・
2

17

％
増
、
自
家
発
は
1
0
8
億
鯵

ｈ
で
同
3
・
3
％
増
で
あ
っ
た
。

　

一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
る
契

約
区
分
（
従
量
電
灯
）
を
含
む

電
灯
計
は
、
全
国
的
に
6
月
下

旬
か
ら
7
月
中
旬
の
気
温
が
低

め
に
推
移
し
冷
房
需
要
が
減
少

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
対
前
年

同
月
を
下
回
り
、
7
・
3
％
減
。

　

ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど

を
中
心
す
る
業
務
用
電
力
に
お

い
て
は
、
契
約
鯵
数
の
伸
び
が

抑
え
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
電

灯
同
様
6
月
下
旬
の
低
温
に
よ

る
空
調
稼
働
が
減
少
し
た
た
め
、

対
前
年
同
月
比
3
・
9
％
減
と

な
っ
て
い
る
。

　

産
業
需
要
で
あ
る
大
口
電
力

需
要
で
は
、
主
要
業
種
の
う
ち

需
要
規
模
の
大
き
い
鉄
鋼
業
に

お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
向
け
輸
出

照 明 関 係
団体が主催

大
口
需
要
、　

ヶ
月

14

　
　
　

振
り
に
プ
ラ
ス

総
需
要
電
力
量
速
報

　

花
日
本
電
球
工
業
会
、
花
日

本
照
明
器
具
工
業
会
、
花
日
本

電
気
協
会
、
花
照
明
学
会
・
照

明
普
及
会
の
照
明
関
係
4
団
体

は
、「
照
明
文
化
の
向
上
に
よ
る

豊
か
な
社
会
の
創
造
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効

活
用
」
を
目
指

し
、
エ
ジ
ソ
ン

が
実
用
的
な

白
熱
電
球
を

発
明
し
た
日

に
ち
な
み
、
昭

和　

年
（
1
9

56
8
1
年
）
に　
10

月　

日
を
「
あ

21
か
り
の
日
」
と

制
定
し
て
お

り
、
今
年
で　
22

回
目
を
迎
え

る
。

　

主
催
の

4

団
体
で
は
、
今
年
も
例
年
通
り

　

月　

日
を
中
心
に
、
正
し
い

10

21

照
明
知
識
の
普
及
と
啓
発
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
各
電
力
会

社
の
協
力
を
得
て
、
全
国
各
地

で
Ｐ
Ｒ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
す
る
。

  
昭
和　

年
か
ら
協
賛
団
体
に

59

加
わ
っ
た
全
日
電
工
連
で
も
、

全
国
照
明
器
具
協
同
組
合
連
合

会
（
全
照
連
）、
全
日
本
電
設
資

材
卸
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全

日
電
材
連
）
と
と
も
に
ポ
ス
タ

ー
を
毎
年
作
成
、
配
布
し
て
お

り
、
照
明
器
具
の
需
要
喚
起
に

尽
力
し
て
い
る
。

　

今
年
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
青
を

バ
ッ
ク
に
筆
文
字
に
よ
る
柔
ら

か
い
タ
ッ
チ
で
「　

月　

日
」

10

21

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
約

3
万
部
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
を

組
合
員
や
関
係
団
体
に
配
布
し
、

「
あ
か
り
の
日
」
を
強
く
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・

ガ
ス
事
業
部
電
力
市
場
整
備
課

は
、
平
成　

年
7
月
分
の
総
需

14

要
電
力
量
の
速
報
を
発
表
し
た
。

　

7
月
の
電
気
事
業
者
の
販
売

電
力
量
に
自
家
発
自
家
消
費
等

を
加
え
た
総
需
要
電
力
量
は
、

対
前
年
同
月
比
3
・
0
％
減
の

8
3
4
億
鯵
ｈ
で
前
月
に
引
き

続
き
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
電
気
事
業

者　

社
の
販
売
電
力
量
は
、
7

10
0
7
億
鯵
ｈ
で
対
前
年
同
月
比

4
・
1
％
の
減
少
な
が
ら
、
共

が
引
き
続
き
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
3
ヶ
月
連

続
プ
ラ
ス
。ま
た
、繊
維
、石
油
・

石
炭
、
窯
業
・
土
石
を
除
い
て

そ
の
他
の
業
種
も
プ
ラ
ス
に
転

じ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
口
電
力

需
要
合
計
で
は
対
前
年
同
月
比

1
・
3
％
増
と　

ヶ
月
ぶ
り
に

14

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

　

特
定
規
模
電
気
需
要
者
（
新

規
事
業
者
）
7
社
の
販
売
電
力

量
は
1
億
4
千
万
鯵
ｈ
で
、
電

力
小
売
自
由
化
部
門
（
特
定
規

模
需
要
）に
占
め
る
割
合
は
0
・

　

％
で
あ
っ
た
。

72

　

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
は
、

平
成　

年
7
月
分
の
建
築
・
住

14

宅
着
工
統
計
調
査
報
告
を
発
表

し
た
。

◆
建
築
着
工
統
計
調
査
報
告

　

全
建
築
物
の
着
工
床
面
積
は
、

1
、
4
7
3
万
㎡
で
前
年
同
月

比　

・
6
％
減
（
先
月
は
1
・

12
5
％
減
）
で
2
ヶ
月
連
続
の
減

少
。

　

公
共
の
建
築
主
は
1
2
7
万

㎡
（
前
年
同
月
比　

・
7
％
減
）

25

と
4
ヶ
月
振
り
に
減
少
し
て
い

る
。

　

民
間
の
建
築
主
は
、
居
住
用

が
9
2
1
万
㎡
（
同
7
・
8
％

減
）、
非
居
住
用
も
4
2
6
万
㎡

（
同　

・
5
％
減
）
と
、
と
も

17

に
減
少
し
て
お
り
、
全
体
で
1
、

3
4
7
万
㎡
（
同　

・
1
％
減
）

11

と
2
ヶ
月
連
続
の
減
少
。

　

民
間
非
居
住
用
を
使
途
別
に

み
る
と
、
店
舗
は　

万
㎡
（
同

87

　

・
3
％
増
）
で　

ヶ
月
連
続

23

10

増
と
依
然
好
調
だ
が
、
事
務
所

が　

万
㎡
（
同　

・
4
％
減
）

42

48

で
3
ヶ
月
振
り
の
減
少
に
転
じ

た
こ
と
に
加
え
、
工
場
が　

万
63

㎡
（
同　

・
3
％
減
）
で　

ヶ

38

16

月
連
続
の
減
少
、
倉
庫
も　

万
53

㎡
（
同　

・
6
％
減
）
で
2
ヶ

34

月
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
た
め
、

全
体
で
も
2
ヶ
月
連
続
の
減
少

と
な
っ
て
い
る
。

◆
住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告

　

7
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
、
貸
家
が
増
加
と
な
っ
た
も

の
の
持
家
、
分
譲
住
宅
が
減
少

と
な
っ
た
た
め
、
全
体
で
9
6
、

2
4
5
戸
（
前
年
同
月
比
6
・

7
％
減
）
と
3
ヶ
月
振
り
の
減

少
と
な
り
、
着
工
床
面
積
も
8
、

8
6
0
千
㎡
（
同
9
・
3
％
減
）

で
2
ヶ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
。

　

内
訳
を
利
用
関
係
別
に
み
る

と
、
持
家
は
民
間
資
金
に
よ
る

も
の
が
2
7
、
0
6
6
戸
（
同

　

・
7
％
増
）
で　

ヶ
月
連
続

25

33

増
と
依
然
好
調
な
も
の
の
、
公

庫
融
資
に
よ
る
持
家
は
4
、
4

6
6
戸
（
同　

・
3
％
減
）
で

60

　

ヶ
月
連
続
減
と
低
調
な
ま
ま

30推
移
し
て
い
る
た
め
、
持
家
全

体
で
は
3
3
、
9
5
2
戸
（
同

2
・
4
％
減
）
と
2
ヶ
月
連
続

の
減
少
と
な
っ
た
。

　

貸
家
は
、
公
的
資
金
に
よ
る

も
の
が
5
、
4
4
4
戸
（
同　

・20

3
％
減
）
で
2
ヶ
月
連
続
の
減
、

民
間
資
金
に
よ
る
も
の
が
3
2
、

1
3
9
戸
（
同
6
・
6
％
増
）

と
好
調
を
保
ち
、　

ヶ
月
連
続

18

増
加
し
て
お
り
、
貸
家
全
体
で

は
3
7
、
5
8
3
戸
（
同
1
・

6
％
増
）
と
4
ヶ
月
連
続
の
増

加
。

　

分
譲
住
宅
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

が
1
3
、
4
5
7
戸
（
同　

・
32

2
％
減
）
で
3
ヶ
月
振
り
に
、

一
戸
建
住
宅
も
1
0
、
3
3
3

戸
（
同
1
・
2
％
減
）
と　

ヶ
11

月
連
続
減
少
し
て
お
り
、
分
譲

住
宅
全
体
で
も
2
3
、
9
4
9

戸
（
同　

・
5
％
減
）
で
3
ヶ

21

月
振
り
に
減
少
に
転
じ
た
。

　

地
域
別
で
は
、
首
都
圏
が
総

戸
数
3
2
、
5
5
1
戸
（
同
4
・

4
％
減
）、
持
家
7
、
5
7
7
戸

（
同
3
・
2
％
増
）、
貸
家
1
2
、

2
1
3
戸
（
同
8
・
0
％
増
）、

分
譲
住
宅
1
2
、
5
3
4
戸（
同

　

・
9
％
減
）
、
う
ち
分
譲
マ
ン

17シ
ョ
ン
7
、
5
6
3
戸
（
同　

・27

7
％
減
）。

　

中
部
圏
は
、
総
戸
数
1
1
、

0
1
0
戸
（
同
0
・
3
％
減
）、

持
家
4
、
7
7
4
戸
（
同
7
・

6
％
減
）
、
貸
家
4
、
4
4
2
戸

（
同
5
・
1
％
増
）、
分
譲
住
宅

1
、
7
2
8
戸
（
同　

・
3
％

10

増
）、
う
ち
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
1
、

0
3
8
戸
（
同　

・
1
％
増
）
。

40

　

近
畿
圏
は
、
総
戸
数
1
4
、

4
6
6
戸
（
同　

・
1
％
減
）
、

22

持
家
4
、
6
6
1
戸
（
同
0
・

2
％
減
）
、
貸
家
4
、
1
0
9
戸

（
同　

・
4
％
減
）、
分
譲
住
宅

24

5
、
6
3
6
戸
（
同　

・
0
％

33

減
）、
う
ち
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
2
、

5
7
1
戸
（
同　

・
3
％
減
）
。

52

　

そ
の
他
地
域
で
は
、
総
戸
数

3
8
、
2
1
8
戸
（
同
3
・
2

％
減
）、
持
家
1
6
、
9
4
0
戸

（
同
3
・
8
％
減
）、
貸
家
1
6
、

8
1
9
戸
（
同 
5
・
1
％
増
）、

分
譲
住
宅
4
、
0
5
1
戸
（
同

　

・
0
％
減
）
、
う
ち
分
譲
マ
ン

23シ
ョ
ン
2
、
2
8
5
戸
（
同 　

・
30

0
％
減
）
。

平成14年7月分新設住宅着工戸数：利用関係別・地域別表 (単位：戸、％)
分譲貸家持家 総数
対前年戸数対前年戸数対前年戸数対前年戸数 同月比同月比同月比同月比
▲ 21.523,9491.637,583▲ 2.433,952▲ 6.796,245合　計
▲ 35.7606▲ 8.92,140▲ 3.21,660▲ 11.64,507北海道
▲ 24.3598▲ 13.72,397▲ 10.63,120▲ 12.76,194東　北
▲ 17.713,1559.515,3461.411,416▲ 3.140,237関　東
50.2305▲ 3.71,2383.22,0644.43,653北　陸
10.31,7285.14,442▲ 7.64,774▲ 0.311,010中　部
▲ 33.05,636▲ 24.44,109▲ 0.24,661▲ 22.114,466近　畿
▲ 45.547014.91,832▲ 2.31,940▲ 9.34,243中　国
▲ 48.92427.1901▲ 1.81,105▲ 7.62,259四　国
▲ 3.11,18614.44,454▲ 3.02,9354.88,652九　州
▲ 46.52329.5724▲ 20.22777.91,024沖　縄
▲ 17.912,5348.012,2133.27,577▲ 4.432,551首都圏
10.31,7285.14,442▲ 7.64,774▲ 0.311,010中部圏
▲ 33.05,636▲ 24.44,109▲ 0.24,661▲ 22.114,466近畿圏
▲ 23.04,0515.116,819▲ 3.816,940▲ 3.238,218そ の他 地域

建築・住宅
着工7月分

建
築
、
住
宅
着
工

　
　
　

と
も
に
減
少

10 月 21 日は 「あかりの日」

全日電工連も協賛

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 10月 1 日(第３種郵便物認可) (12)第 403号

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
分
析
・
把
握

　

前
回
作
成
し
た
『
ス
キ
ル

マ
ッ
プ
』
を
利
用
し
て
、
自
社

の
分
析
や
現
状
把
握
を
し
て
い

く
た
め
に
、
①
「
保
有
者
が
多

い
資
格
又
は
少
な
い
資
格
が
あ

る
か
？
」
、
②
「
年
齢
に
よ
っ
て

保
有
者
に
偏
り
が
あ
る
資
格
が

あ
る
か
？
特
に
若
年
層
者
の
保

有
資
格
が
少
な
い
も
の
は
な
い

だ
ろ
う
か
？
」
、
③
「
経
験
者
が

多
い
業
務
又
、
少
な
い
業
務
は

何
か
？
」
と
い
う
3
つ
の
手
掛

か
り
を
挙
げ
て
み
る
。
こ
れ
ら

の
ポ
イ
ン
ト
に
着
目
し
て
自
社

の
特
徴
や
強
み
、
解
決
す
べ
き

課
題
な
ど
を
見
つ
け
て
い
き
た

い
。

◆
ポ
イ
ン
ト
①
保
有
者
が
多
い

資
格
又
は
少
な
い
資
格
が
あ
る

か
？

　

保
有
者
が
多
い
資
格
が
電
気

工
事
士
や
2
級
施
工
管
理
技
師

と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
場
合
、

こ
れ
ら
の
資
格
は
ど
の
よ
う
な

業
務
で
必
要
に
な
る
の
か
、
そ

の
業
務
に
必
要
な
資
格
保
有
者

が
多
い
こ
と
は
自
社
の
強
み
に

な
ら
な
い
か
。

　

ま
た
逆
に
消
防
設
備
士
（
甲

種
）
一
類
や
建
設
業
経
理
事
務

士
な
ど
が
比
較
的
少
な
い
こ
と

が
分
か
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
資
格

図表- Ａ『スキルマップ』で自社分析を行う手掛りとなる着眼点

①保有者が多い又は少ない資格は何か ？

②社員の年令によって保有者に偏 りがある資格があるか？

又若手の保有資格が少ないものはあるか ？

③経験者が多い業務、少ない業務はあるか ？

確
か
な
技
術
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
電
気
工
事
業

図表- Ｂ

『
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
』
は
大
き
な
財
産

は
ど
の
よ
う
な
業
務
で
必
要
に

な
る
か
。
こ
れ
ら
の
資
格
を
取

得
し
そ
の
業
務
が
行
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
こ
れ
か
ら
の
経
営
方

針
の
目
安
に
な
ら
な
い
か
。

　

競
合
他
社
と
比
較
し
て
資
格

保
有
者
は
充
分
足
り
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
現
在
扱
っ
て
い
る
業

務
を
行
っ
て
い
く
上
で
資
格
保

有
者
数
に
不
足
は
な
い
か
。
今

後
の
展
開
を
考
え
た
と
き
に
資

格
保
有
者
数
は
充
分
だ
ろ
う
か
。

◆
ポ
イ
ン
ト
②
「
年
齢
に
よ
っ

て
保
有
者
に
偏
り
が
あ
る
資
格

が
あ
る
か
？
特
に
若
年
層
者
の

保
有
資
格
が
少
な
い
も
の
は
な

い
だ
ろ
う
か
？

　

電
気
工
事
士
や
施
工
管
理
技

士
を
取
得
者
は
不
足
な
い
が
若

年
齢
層
で
保
有
者
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
場
合
、

競
合
他
社
の
同
年
代
と
比
較
し

て
保
有
者
数
は
充
分
か
、
そ
れ

を
強
み
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

そ
の
資
格
は
ど
の
よ
う
な
業
務

を
遂
行
す
る
上
で
必
要
に
な
る
、

今
後
の
展
望
と
し
て
世
代
別
の

資
格
保
有
者
数
は
問
題
な
い
だ

ろ
う
か
。

◆
ポ
イ
ン
ト

③
「
経
験
者
が

多
い
業
務
又
、

少
な
い
業
務

は
何
か
？

　

戸
建
住
宅
は
ほ
ぼ
全
員
が
経

験
し
て
い
る
が
、
工
場
の
配
線

工
事
や
官
公
庁
工
事
で
は
経
験

者
数
が
少
な
く
偏
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
場
合
、
現
在
の

業
務
経
験
者
数
は
そ
の
業
務
を

行
う
上
で
充
分
な
人
数
で
は
な

い
か
、
そ
の
業
務
を
扱
え
る
こ

と
自
体
が
自
社
の
強
み
と
な
ら

な
い
か
。
ま
た
、
課
題
と
し
て

経
験
者
数
不
足
で
円
滑
に
進
め

ら
れ
な
い
業
務
は
な
い
か
、
そ

の
業
務
の
経
験
者
数
は
競
合
他

社
と
比
較
し
て
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
か
。

  
*  
*  
*  
*  
*  
*  
*

　

こ
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
手

掛
か
り
に
し
て
得
る
こ
と
が
出

来
た
自
社
の
特
徴
や
強
み
、
社

員
が
ど
の
よ
う
な
資
格
を
保
有

し
て
い
る
か
、
保
有
者
は
ど
の

く
ら
い
い
る
か
、
工
事
内
容
ご

と
の
経
験
者
数
な
ど
は
、
目
に

見
え
る
形
に
す
る
こ
と
で
自
社

の
技
術
力
を
正
し
く
把
握
す
る

資
料
と
な
る
。

　

近
年
電
気
工
事
業
者
に
は
サ

ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
視
点
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ

れ
は
確
か
な
技
術
力
に
裏
付
け

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
社
の
特
徴
、
強
み
、
課
題
を

見
つ
け
る
た
め
に
、
そ
の
基
盤

と
な
る
技
術
力
の
分
析
・
把
握

は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

『
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
』
の
作
成
は
、

こ
の
よ
う
な
自
社
の
分
析
に
有

効
な
手
段
と
い
え
る
。

　

前
回
は
『
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
』
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
「
ど
の
よ
う
な
資
格
を
保
有
し
て
い
る

か
」、「
ど
の
よ
う
な
工
事
を
経
験
し
て
い
る
か
」
な
ど
、
自
社
が
保
有
す
る
資
格
や
人
材
、
経

験
業
務
領
域
な
ど
を
目
に
見
え
る
形
に
し
、
一
目
で
把
握
す
る
作
業
を
行
な
っ
た
。
今
回
は
こ

の
作
成
し
た
『
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
』
の
結
果
か
ら
、
自
社
の
強
み
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
検
討

な
ど
を
、
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
て
分
析
・
把
握
し
、
今
後
の
経
営
方
針
に
役
立
て
た
い
。

ポイント

ポイント①

ポイント②

ポイント③

図表- Ｃ

強みを見つける 課題を見つける

その業務を扱えること自体が

自社の強みにならないか。

その資格者を保有しているこ

とは自社の強みである。

競合他社と比較して資格保有

者は充分か。

今後の展開として保有者数は

足りているか。

現在の経験者数は足 りている

か。

確保できているのなら、自社の

強みと捉えられないだろうか。

経験者不足による作業の滞 り

はないだろうか。

その業務の経験者数は競合他

社と比較して少なくないか。

競合他社の同年代と比較して

どうか？

充分確保できていれば自社の

強みとは考えられないか。

その資格が必要な業務の今後

を考えたとき、世代別の保有者

数は問題ないだろうか。
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